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●界小学校６年

　将来の夢は、ゲームクリエイターになることです。

　ぼくは、５才くらいの時から、ゲームをやるようになりました。ゲームをやっていく

うちに、実際にゲームを作ってみたいと思うようになりました。

　世界中の子どもたちに、楽しいゲームをたくさんやってもらい、笑顔を見たいと思っ

ています。そのために、今から勉強を一生懸命がんばっています。世界中が笑顔であふ

れるようなすてきなゲームクリエイターになれるよう、努力していきたいと思います。

未来へとどけ	ぼくの夢

佐野ブランドキャラクター

さのまる

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

今回の表紙　今回の表紙　「くずうフェスタの花火」平成２９年５月１４日撮影

　毎年５月に行われる「くずうフェスタ」。今年も葛生あくとプラザ北側で打ち上げ花火が

行われました。雨の影響で１日延期となりましたが、多くの観客が集まり、夜空を彩る約

１万発の花火に一足早い夏の訪れを感じているようでした。

岡
部
正
英

寺内 蒼
そ う ご

悟さん

　

先
月
か
ら
今
月
に
か
け
て
各
種
団
体
等
の
総
会
・
講
演
会
な
ど
が
数
多
く
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
い
機
会
で
あ
り
、
私
も
時

間
の
許
す
限
り
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
か
ら
の
幅
広
い
ご
意
見
を
市
政
運

営
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
４
期
目
の
市
政
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
「
観
光
立

市
」、「
ス
ポ
ー
ツ
立
市
」
に
加
え
、
新
た
に
「
産
業
・
文
化
立
市
」
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
、
交
流
拠
点
都
市
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

内
陸
の
港
で
あ
る
佐
野
イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
が
今
秋
、
運
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
今
後
、
出
流
原
Ｐ
Ａ
周
辺
の
総
合
物
流
開
発
整
備
を
推
進
し
な
が
ら
、
本

市
の
高
速
交
通
の
利
便
性
を
最
大
限
活
用
し
、
地
元
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
千
年
の
歴
史
を
持
つ
天
明
鋳
物
や
各
種
伝
統
・
芸
術
文
化
、
食
文
化
、
そ
し
て

唐
沢
山
城
跡
な
ど
の
歴
史
文
化
を
積
極
的
に
全
国
に
発
信
し
、
新
た
な
人
の
流
れ
を

創
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
関
連
の
報
告
で
す
が
、
旧
田
沼
高
校
跡
地
の
「
佐
野
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト

場
」
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
造
成
・
整
備
事
業
が
国
の
地
方
創
生
拠
点
整
備
の
交
付

金
事
業
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
先
月
も
同
会
場
で
日
本
を
含
む
４
か
国
に
よ
る
国
際

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
決
定
を
機
に
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
聖
地
」
に
向
け
、

国
際
規
格
を
満
た
す
グ
ラ
ン
ド
を
整
備
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
第
２
次
佐
野
市
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
基
本
構
想
の
素

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
地
区
懇
談
会
の
開
催
な
ど
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
梅
雨
空
が
続
き
ま
す
。
体
調
管
理
に
十
分
気
を
付
け
、
充
実
し
た
毎
日

を
送
り
ま
し
ょ
う
。
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「
叱し
か

る
」
を
強
め
る
こ
と
ば
は

コ
キ
ノ
メ
ス

　

年
下
の
者
が
、
あ
や
ま
っ
た
り
よ
く
な
い
こ
と
を
す
る
と
、
年
上
の
者

が
そ
れ
を
い
ま
し
め
た
り
、
と
が
め
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
強
い

調
子
で
教
え
さ
と
し
た
り
注
意
す
る
こ
と
を
「
叱
る
」
と
い
い
ま
す
。
叱

り
方
は
あ
や
ま
ち
等
の
程
度
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
方
言
に
も
い

ろ
い
ろ
な
言
い
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
に
、
オ
ド
ス
と
コ
キ
ノ

メ
ス
が
あ
り
ま
す
。
共
通
語
の
「
お
ど
す
」
は
、相
手
を
恐
れ
さ
せ
た
り
、

お
び
や
か
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
恐
怖
心
を
う
え
つ
け
て
お
じ
け
づ
か
せ

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、方
言
の
オ
ド
ス
は
、単
純
に
叱
っ

た
り
注
意
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

「
叱
ら
れ
る
」
と
い
う
受
身
の
方
言
に
は
、「
オ
ド
サ
レ
ル
」
よ
り
も
、

オ
ド
サ
レ
ル
が
変
化
し
た
「
オ
ッ
ツ
ァ
レ
ル
」
が
多
く
使
わ
れ
ま
す
。

「
あ
の
子
は
い
た
ず
ら
っ
子
な
ン
で
、
オ
ド
シ
て
や
っ
た
ら
、
オ
ッ
ツ
ァ

レ
タ
こ
と
が
気
ン
な
っ
た
ン
ダ
ン
ベ
か
。
こ
の
ご
ろ
は
、
さ
っ
ぱ
り
姿
が

メ
ー
ネ
ー
（
見
え
な
い
）
ね
」

　

「
叱
る
」を
強
調
し
た
も
の
に
、コ
キ
ノ
メ
ス
が
あ
り
ま
す
。「
コ
キ
」は
、

た
た
く
と
か
殴な

ぐ

る
と
い
う
意
、
ノ
メ
ス
は
、
た
た
い
て
前
へ
倒
す
と
か
転

ば
す
、
あ
る
い
は
ひ
っ
く
り
か
え
す
と
い
っ
た
意
味
で
す
。
こ
の
よ
う
に

コ
キ
ノ
メ
ス
は
、「
叱
る
」
と
か
「
注
意
す
る
」
意
を
よ
り
い
っ
そ
う
強

め
ま
す
。
コ
キ
ノ
メ
ス
は
、
普
通
「
や
る
」
と
結
び
つ
い
て
、「
コ
キ
ノ

メ
シ
テ
や
る
」
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。

「
ト
ー
シ（
い
つ
も
）注
意
し
て
る
ん
だ
け
ど
、い
う
こ
と
を
キ
ク
ッ
チ
ャ
ー

ネ
ー
（
き
こ
う
と
し
な
い
）
子
だ
か
ら
、
コ
ン
ダ
（
今
度
は
）
コ
キ
ノ
メ

シ
テ
や
ン
ベ
と
モ
ッ
テ
さ
あ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

何い
く
つ歳
に
な
っ
て
も
努
力
は
実
る

　

ス
キ
ー
競
技
の
大
回
転
は
、
約
１
千
メ
ー

ト
ル
の
高
低
差
が
あ
る
コ
ー
ス
に
、
30
本
弱

の
旗
が
あ
り
、
そ
の
旗
を
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め

ず
攻
め
な
い
と
勝
て
な
い
競
技
で
す
。
ま
た
、

ス
ピ
ー
ド
だ
け
で
は
な
く
、
旗
を
１
本
で
も

抜
い
て
通
過
し
て
し
ま
う
と
失
格
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

娘
さ
ん
と
息
子
さ
ん
も
競
技
ス
キ
ー
の
県

大
会
で
何
度
も
優
勝
経
験
が
あ
る
と
い
う
ス

キ
ー
一
家
で
、
栄
子
さ
ん
自
身
も
ゲ
レ
ン
デ

ス
キ
ー
は
楽
し
ん
で
い
た
も
の
の
、
母
親
と

し
て
お
子
さ
ん
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
大
学
生
に
な
っ
た
息
子

さ
ん
か
ら
「
滑
り
を
も
っ
と
楽
し
ん
だ
ら
」

の
一
言
が
き
っ
か
け
で
、
競
技
ス
キ
ー
を
本

格
的
に
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

何
年
間
か
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
て
は
い
た
も
の
の
大
会
に
出
る

機
会
は
な
く
、
60
歳
の
時
に
娘
さ
ん
の
競
技

ウ
エ
ア
ー
を
着
用
し
て
出
場
し
た
の
が
初
参

戦
。
61
歳
の
と
き
、
自
分
の
ウ
エ
ア
ー
を
購

入
し
て
臨
ん
だ
栃
木
県
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
で

は
、
女
性
一
人
の
参
加
で
、
ゴ
ー
ル
し
た
時

点
で
優
勝
で
し
た
。
し
か
し
全
国
大
会
で
は

レ
ベ
ル
の
違
い
を
痛
感
し
「
自
分
と
の
勝
負

だ
。
来
年
は
も
う
少
し
早
く
な
ろ
う
。
表
彰

台
か
ら
の
景
色
を
見
て
み
た
い
。」
と
心
に

誓
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
大
会
は
65
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
競
技
者
が
競
う
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、「
グ

○プロフィール

第４１回マスターズスキー選手権　八

幡平ＡＰＰＩ大会において、ジャイアン

トスラローム（大回転）６５歳代の部で

優勝。

ル
ー
プ
の
中
で
一
番
若
い
し
、
チ
ャ
ン
ス
だ
」

と
思
っ
た
も
の
の
、
市
民
大
会
・
県
南
４
市

対
抗
親
善
大
会
で
は
転
ん
で
失
格
。
焦
り
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
県
連
の
練
習
会
で
気

付
い
た
も
の
が
あ
り
、
長
か
っ
た
階
段
の
踊

り
場
を
や
っ
と
抜
け
、
一
段
上
が
っ
た
と
思

え
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
３
月
の
八
幡
平
で
開
催
さ
れ

た
全
国
マ
ス
タ
ー
ズ

大
会
で
、
自
分
の
最

高
の
滑
り
が
で
き
た

と
感
じ
た
１
戦
目
で

１
位
。
２
日
目
の
２

戦
で
も
１
位
。
見
事

表
彰
台
の
一
番
高
い

所
か
ら
の
景
色
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
連
の
人
か
ら
い

た
だ
い
た
「
そ
の
年
齢
に
な
っ
て
も
伸
び
る

ん
で
す
ね
」
と
の
一
言
は
、
今
ま
で
の
努
力

が
実
っ
た
瞬
間
で
も
あ
り
、
来
シ
ー
ズ
ン
も

い
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う
努
力
は
惜
し
ま
な

い
と
誓
っ
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

毎
週
一
人
で
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通

い
、
大
会
で
は
何
日
も
家
を
空
け
て
し
ま
う

た
め
家
族
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
見
つ
か
ら

な
い
と
話
す
栄
子
さ
ん
。
来
シ
ー
ズ
ン
の
ス

キ
ー
が
始
ま
る
ま
で
は
、
ご
主
人
と
ゴ
ル
フ

を
楽
し
み
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
市
民
記
者　

中
里
聖
子
）

長島 栄
え い こ

子 さん
（栃本町）

マスターズスキー選手権での様子
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４　懇談会日程

地区名 期日 会場

佐野地区 ６月１９日（月） 佐野地区公民館（金井上町）

田沼地区 ６月２７日（火） 田沼中央公民館（戸奈良町）

佐野地区 ７月　４日（火） 城北地区公民館（堀米町）

葛生地区 ７月１９日（水） 葛生あくとプラザ（あくと町）

時間：各日午後７時～８時３０分

※第２次総合計画に対するご意見をお聞きします。事前での質問の受け付けは行いません

（出席者）市長、副市長、総合政策部長、行政経営部長ほか関係職員

（内容）　市政の現況説明と「基本構想（案）」についての意見交換

平成２８年１０月に実施された
田沼地区懇談会の様子

■問合せ

（総合計画の策定について）政策調整課☎（２０）３０００

（地区懇談会の開催について）広報広聴推進室☎（２０）３０３７

第２次佐野市総合計画基本構想（素案）について
懇談会を開催します

１　佐野市の将来像

　市民と行政とが協働し、子どもから高齢者、地域も輝くまちづくりと、自然環境と交通の要衝としての

立地条件を活かし、観光やスポーツなどを通じた交流拠点としてのさらなる発展を目指します。

２　推進テーマ

将来像の実現に向けて、定住・移住対策が必要不可欠であることから、

推進テーマとして定めます。

３　基本目標

①魅力ある産業で賑わう活力あるまちづくり　②新たな流れの創造による賑わうまちづくり

③健やかで元気に暮らせるまちづくり　④豊かな心を育み、学び合うまちづくり

⑤快適により安全で安心して暮らせるまちづくり　⑥美しい自然、環境と調和するまちづくり

⑦市民参加による自立したまちづくり

「水と緑にあふれる北関東のど真ん中　支え合い、人と地域が輝く交流拠点都市」

定住促進

　市ではまちづくりの基本指針として、基本構想・基本計画・実施計画により構成する「佐
野市総合計画」に基づいた市政運営を行っていますが、現在の総合計画の計画期間が今年度
で終了を迎えるにあたり、第２次総合計画を策定しています。
　このたび、平成３０年度から１２年間のまちづくりの大きな方向性を示す基本構想の素案
がまとまりましたので、各地区での懇談会を開催します。

　学識経験者や市内各団体の代表者による策定懇談会を開催するほか、７月以降にパブリッ
クコメントを実施し、市民の皆さんのご意見を募集していきます。
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●地球温暖化防止に関する国民運動「C
ク ー ル

OOL	C
チ ョ イ ス

HOICE」にご賛同ください

　今世紀末の世界の気温は最大で４．８℃上昇すると予測さ

れており、より一層の地球温暖化対策が求められています。

　「エコ家電を買う」「ＬＥＤ照明に替える」「クールビズで

冷房の設定温度を上げる」など、ＣＯ２削減につながる賢

い選択「COOL CHOICE( クール・チョイス )」を行い、地

球温暖化対策に資する選択をしていきましょう！

６月は環境月間、６月５日は「環境の日」です

■

問合せ＝環境政策課☎（２０）３０１３

　１９７２年６月５日からストックホルムで開催された「国連人間環境会議」を記念して、国

連は６月５日を「世界環境デー」と定めています。

　日本では６月５日を「環境の日」、６月の 1 カ月間を「環境月間」と定めており、佐野市で

も環境保全の啓発などに取り組んでいます。

　市民の皆さんも環境問題を改めて考え、良好な自然環境の保全にご協力をお願いします。

●ＣＯ２削減 /ライトダウンキャンペーン

・ライトダウンキャンペーン　

　地球温暖化防止のため、ライトアップ施設や家庭の照明を消していただくよう呼びかける

「ＣＯ２削減 / ライトダウンキャンペーン」を、６月２１日から７月７日までの間、実施します。

　各家庭、事業所等での消灯にご協力をお願いします。

・一斉ライトダウン

　環境省では、６月２１日（夏至）と７月７日（七夕）の２日間、午後８時から１０時までの２

時間を消灯する「全国一斉ライトダウン」の呼びかけをしています。

　皆さんのご参加をよろしくお願いします。

　環境省ホームページでは参加施設を募集していますので、ぜひご登録ください。

　http://funtoshare.env.go.jp/coolearthday/

●環境美化活動団体等の表彰

　良好な生活環境の保全を図るため、永きにわたり地域の環境美化活動に積極的に取り組む団体

等に感謝状を贈呈します。

■

申込＝

　７月２８日（金）まで（必着）に、所定の応募用紙（市のホームペー

ジからダウンロード可）に必要事項を記入し、お申し込みください。

※選考を経ての贈呈となります。詳しくは、市ホームページをご覧

　ください

　http://www.city.sano.lg.jp/komoku/kankyou/02/28.html
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　平成２８年度の予算は、３月３１日現在で、一般会計５０２億８，４１3万円、特別会計３
３８億８，０８６万円となっています。
　特別会計には、国民健康保険事業（事業勘定）、国民健康保険事業(直営診療施設勘定)、公共
下水道事業、農業集落排水事業、自家用有償バス事業、介護保険事業（保険事業勘定）、介護保
険事業（介護サービス事業勘定）、後期高齢者医療、佐野田沼インター産業団地造成事業、西
浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計があります。
　平成２８年度の一般会計予算の執行状況は、３月３１日現在で、歳入は、４５７億3，８４５万
円が収入済額で、予算額に対する収入割合は、９１．０％、歳出は４１３億９４６万円が支出済
額で、予算額に対する支出割合は、８２．２％となっています。

（平成２９年３月３１日現在）
予算額５０２億８千４百万円

一般会計予算の執行状況

佐野市の財政状況

歳入

予算額

執行額

（単位：百万円）

市税

16,87616,87616,87616,876
17,14217,14217,14217,142

国、県支出金

8,3888,3888,3888,388

9,9209,9209,9209,920

地方交付税

7,4327,4327,4327,432
7,3077,3077,3077,307

諸収入

2,7512,7512,7512,751
4,0114,0114,0114,011

市債

1,7291,7291,7291,729
2,9142,9142,9142,914

その他

8,5628,5628,5628,562
8,9908,9908,9908,990

歳出

※５月末まで収入支出の事務が行われるため、決算とは異なります

予算額

執行額

（単位：百万円）

民生費

14,57114,57114,57114,571

17,32217,32217,32217,322

総務費

6,7596,7596,7596,759
7,6677,6677,6677,667

土木費

3,3003,3003,3003,300

5,0025,0025,0025,002

教育費

3,8163,8163,8163,816
4,8834,8834,8834,883

公債費

4,6784,6784,6784,6784,7244,7244,7244,724

衛生費

3,7543,7543,7543,754
4,4274,4274,4274,427

商工費

2,0412,0412,0412,041
3,4523,4523,4523,452

消防費

1,4651,4651,4651,4651,6371,6371,6371,637

その他

9259259259251,1701,1701,1701,170
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（平成２９年３月３１日現在）
予算額 執行額

（単位：百万円）

（平成２９年３月３１日現在）
予算額 執行額

（単位：百万円）2,384 2,412
2,147 2,014

684 570

1,833
1,514

995 993 995 993

144 144 243 241

現在給水人口 １１８，２８０人
現在給水戸数 ４９，０３０戸
年間給水戸数の増加数 ４７２戸

病床数　２５８床（一般１５４床、ドック１０床、療養病床９４床）
　　現在、一般病床４２床休床
収益的収入には、一般会計からの地域医療維持交付金（運営費補助金）
３億５千万円が含まれています

■財政課　☎（２０）３００３

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

（平成２９年３月３１日現在）

予算額

収入額

（単位：百万円）

支出額

※５月末まで収入支出の事務が行われるため、決算とは異なります

294 248
182115144 52 26 52

(予算額３３８億８千１百万円)

国民健康保険
（事業勘定）

737

304 274

国民健康保険
（直営診療施設勘定） 公共下水道 農業集落

排水
自家用
有償バス

介護保険
（保険事業勘定）

介護保険
（介護サービス事業勘定）

後期高齢者
医療

佐野田沼インター
産業団地造成

西浦・黒袴第二工区
産業団地造成

3,748
3,194

158
26
140

1,285 1,194

179

16,010

14,283
14,217

2,4482,4482,4482,448

9,510

11,111

9,6679,6679,6679,667

1,185

737

737

（平成２９年３月３１日現在）

平成２9年４月１日現在の人口（外国人含む）　　
120,018人、世帯数50,557世帯で計算してあります。

（平成２９年３月３１日現在）

※市債とは、学校、道路、公園など公共施設の建設のため、長期に
　渡り借り入れる資金のことをいいます
　借り入れした市債は、返済を分割払いとすることで、その施設を
　利用するそれぞれの世代が公平に負担していただくことになります

３８３億１８万円
２,８９２万円

２０２億９，１６９万円
９億１，５０８万円
６，９５７万円

５億４，４２８万円
９０億８，２８８万円
１２億３，２３３万円

一 般 会 計
国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）
西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計
水 道 事 業 会 計
病 院 事 業 会 計

２９年度当初予算
１４６，５４０円
３４７，８７４円

２８年度最終予算
１４２，８２７円
３３９，０６０円

１人当たり
１世帯当たり

６，１０１，１１９㎡
５２８，２８０㎡

１３２億８，０７４万円
１億６０１万円

２２億３，８２１万円

土　　　　　地
建　　　　　物
基　　　　　金
有　価　証　券
出資による権利

市債現在高 市民の税負担

市有財産の状況

特別会計予算の執行状況

水道事業会計予算の執行状況 病院事業会計予算の執行状況

260
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昭
和
59
年
か
ら
若
宮
下
町
会

会
長
を
務
め
る
。
平
成
18
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
市
町
会

長
連
合
会
理
事
な
ど
を
兼
任
。

旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
）

田
中 
正
美
（
若
宮
下
町
）

春
の
叙
勲
・
褒
章
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

の
受
章
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）

佐
野
市
消
防
団
長
な
ど
を
歴
任

し
、
平
成
23
～
28
年
に
は
県
消

防
協
会
理
事
を
務
め
る
。
平
成

21
年
に
藍
綬
褒
章
を
受
章
。

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
）

岩
澤
　
敏
雄
（
小
中
町
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
佐
野

サ
ン
リ
バ
ー
」
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

生
活
相
談
員
を
経
て
、
現
在
は

総
括
介
護
長
を
務
め
る
。

瑞
宝
単
光
章
（
社
会
福
祉
）

川
田
　
久
雄
（
栃
本
町
）

宇
都
宮
地
方
裁
判
所
民
事
調
停

委
員
兼
宇
都
宮
家
庭
裁
判
所
家

事
調
停
委
員
と
し
て
活
動
。
現

在
、
足
利
調
停
協
会
会
長
、
県

調
停
協
会
副
会
長
を
務
め
る
。

藍
綬
褒
章
（
調
停
委
員
）

坪
内
　
法
明
（
葛
生
東
）

平
成
６
年
か
ら
保
護
司
と
し
て

活
動
。
現
在
、
佐
野
保
護
区
保

護
司
会
犯
罪
予
防
部
会
長
を
務

め
る
。
平
成
25
年
、
法
務
大
臣

表
彰
。

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
）

小
玉
　
秀
子
（
栃
本
町
）

佐
野
地
区
広
域
消
防
組
合
消

防
司
令
長
、
消
防
監
を
歴
任
。

平
成
22
年
、
消
防
庁
長
官
表

彰
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
）

新
井
　
初
雄
（
船
津
川
町
）

旧
田
沼
町
東
中
学
校
長
、
県
教

育
委
員
事
務
局
長
参
事
な
ど
を

歴
任
。
平
成
19
年
、
文
部
科
学

大
臣
表
彰
。

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
）

西
沢
　
松
男
（
富
岡
町
）

宇
都
宮
地
方
裁
判
所
民
事
調
停

委
員
兼
宇
都
宮
家
庭
裁
判
所
家

事
調
停
委
員
と
し
て
活
動
。
東

京
高
裁
長
官
賞
を
受
賞
。
現
在
、

足
利
調
停
協
会
理
事
を
務
め
る
。

藍
綬
褒
章
（
調
停
委
員
）

立
川
　
た
か
子
（
葛
生
西
）

昭
和
48
年
、
佐
野
地
区
広
域
消

防
組
合
に
入
り
、
消
防
司
令
で

退
職
。
平
成
18
年
、
消
防
庁
長

官
表
彰
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
）

関
根
　
修
平
（
小
中
町
）

叙
勲
・
褒
章
の
受
章
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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認める　支える　分かち合う　個性かがやく参画社会
～６月２３日から２９日は『男女共同参画週間』です～

過去の開催の様子

パパのためのベビーマッサージ講座 働きたいママの再就職準備セミナー 男子厨房初心者そば打ち講座

■問合せ　人権・男女共同参画課☎（６１）１１４０

○男女共同参画につながる活動をしています

　パレットプラザさの（佐野市男女共同参画推進センター）では、男女共同参画社会の実現を目指

し、さまざまなイベントや講座を開催しています。

　開催は広報さのやホームページなどでお知らせしていますので、ぜひお気軽にご参加ください。

男女共同参画情報紙「パレット」

○みんなで考えよう！男女共同参画社会

　女性と男性がともに、職場や地域、家庭などで、それぞ

れの個性と能力を十分に発揮できる「男女共同参画社会」

をつくるには、日頃から一人ひとりの取組が必要です。こ

の機会に考えてみませんか？

「パレットプラザフェスタ」を開催します！

▲

日時＝６月１７日（土）午前１０時～午後３時

▲

会場＝男女共同参画推進センター（左記地図）

▲

内容＝

【ミニ講座】

パパのためのベビーマッサージ／女性議員とふらっと

トークタイム／女性のための健康講座

【ワークショップ】

情報紙つくり／デイジー体験／ハーブせっけんつくり／

切り絵／せっけんアート／押し花ボールペンつくり　ほか

　その他、パネル展やクイズ、フリーマーケットなど

楽しい企画が盛りだくさんです。

　ぜひご来場ください！

○平成２９年度のキャッチフレーズが決定しました！

「男で○
まる

、女で○
まる

、共同作業で ◎
にじゅうまる

。」

土橋義弘さん（埼玉県）
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健
康
福
祉

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知

ら
せ　

■
健
康
増
進
課
☎

（２４）
５
７
７
０

●
６
月
１
日
か
ら
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

　

集
団
健
診
は
、
６
月
３
日

（土）
・

４
日

（日）
も
、
電
話
予
約
が
で
き
ま

す
。
▼
受
付
時
間
＝
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
受
付
電
話
番
号
＝

☎
（２４）
５
７
７
０
・
☎

（２４）
５
８
１
１

※
年
間
を
通
し
て
予
約
が
可
能
で

す
。
詳
細
は
、
５
月
下
旬
に
送
付

し
た
「
健
診
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
歯
周
疾
患
検
診

　

４
月
１
日
現
在
40
・
50
・
60
・

70
歳
の
方
を
対
象
に
実
施
し
ま

す
。
該
当
の
方
に
は「
健
診
ス
タ
ー

ト
ブ
ッ
ク
」
に
受
診
券
が
入
っ
て

い
ま
す
の
で
、
費
用
な
ど
を
確
認

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
は

「
禁
煙
週
間
」
で
す

　

平
成
29
年
度
禁
煙
週
間
の
テ
ー

マ
は
、「
２
０
２
０
年
、
受
動
喫

煙
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
～
た

ば
こ
の
煙
か
ら
子
ど
も
達
を
ま
も

ろ
う
～
」
で
す
。
禁
煙
は
い
つ
始

健
康
福
祉

め
て
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

や
家
族
の
た
め
に
、
禁
煙
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
歯
科
相
談

　

歯
科
衛
生
士
が
一
人
ひ
と
り
の

歯
の
健
康
状
態
に
応
じ
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
平
成
29
年
６
月
～
平
成

30
年
１
月

▼
費
用
＝
無
料
（
予
約
不
要
）

※
詳
し
い
会
場
と
日
程
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
直

接
会
場
で
の
受
付
を
お
願
い
し
ま

す
。
今
回
は
全
血
献
血
の
み
で
す
。

▼
日
時
＝
６
月
５
日

（月）
午
前
10
時

～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

▼
会
場
＝
市
役
所
駐
車
場

※
本
人
確
認
を
し
ま
す
の
で
、
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
の

提
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　

７
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お

子
さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

都
合
が
悪
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ

う
　

か
か
り
つ
け
医
は
、
患
者
さ
ん

の
生
活
習
慣
、
病
歴
な
ど
を
把
握

し
て
い
る
の
で
、
病
気
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
で
き
ま
す
。
需

要
が
多
い
救
急
医
療
機
関
の
負
担

軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
で
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
時
間
＝
休
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１

時
30
分
は
除
く
）、
夜
間
午
後
７

時
30
分
～
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所

☎
（２４）
７
５
７
５　

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

（
日
曜
・
祝
日
の
み
）

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て

学
習
会
と
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
11
日
・
８
月
８
日
・

９
月
12
日
・
10
月
10
日
（
全
火
曜

日
）
午
後
2
時
～
4
時

▼
会
場
＝
安
足
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

▼
費
用
＝
無
料

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い　

■
申
込
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
４

（４１）
５
８
９
５

佐
野
市
民
病
院
の
市
民
講
座

●
医
師
が
が
ん
に
か
か
っ
た
と
き

　

自
ら
の
体
験
を
も
と
に
、
が
ん

予
防
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
30
日

（金）
午
後
４
時

～
５
時

▼
会
場
＝
市
民
病
院
Ａ
棟
５
階
研

修
室　

▼
講
師
＝
大
川
智
彦
医
師

（
当
院
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
長
）

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
地
域
医
療
連
携
室

☎
（６２）
９
０
２
４

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
に

ご
注
意
を

　

山
菜
狩
り
な
ど
で
誤
っ
て
有
毒

な
野
草
を
採
取
し
食
べ
た
こ
と
に

よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
食
用
の
野
草
と
確
実
に
判
断

で
き
な
い
植
物
は
、
絶
対
に
「
採

ら
な
い
」、「
食
べ
な
い
」、「
売
ら

な
い
」、「
人
に
あ
げ
な
い
」
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
健
康
増
進
課

☎
（２４）
５
７
７
０

栃 木 消 毒
害虫駆除ならお任せ  技術（技）に自信あり！　

まずは見積もりから 安心プライスで施行致します。
ネズミ・ゴキブリ・シロアリ・ダニ・ハチ等害虫のことなら
何でもご相談ください
※害虫を予防する「環境」についてのご相談も承ります

害虫駆除なら害虫駆除なら 栃木消毒 検索

☎0282-62-5679　090-1816-2266☎0282-62-5679　090-1816-2266

コンタクトレンズ研究所

 ☎（0283）23-0381

大野眼科クリニック

（西産業道路・フレッセイ西）
佐野市赤坂町948-1
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

く
ず
う
原
人
ま
つ
り
の
ス

タ
ッ
フ
と
出
演
者
の
募
集

　

８
月
26
日

（土）
・
27
日

（日）
に
嘉
多

山
公
園
周
辺
で
開
催
さ
れ
る
「
く

ず
う
原
人
ま
つ
り
」
の
企
画
・
運

営
な
ど
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
と
、

フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
出
演
者
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（http://genjin.info

）

■
問
合
せ
＝
く
ず
う
原
人
ま
つ
り

事
務
局
（
佐
野
市
あ
そ
商
工
会
内
）

☎
（８５）
２
５
３
９

探
し
て
み
よ
う
!

「
化
石
採
集
教
室
」

▼
日
時
＝
７
月
22
日

（土）
①
午
前
９

時
～
正
午
②
午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分
（
荒
天
中
止
）

▼
会
場
＝
市
内
石
灰
石
鉱
山
内
※

集
合
は
葛
生
化
石
館
▼
対
象
＝
小

学
生
以
上
▼
定
員
＝
各
回
18
人

（
抽
選
）
▼
費
用
＝
300
円

▼
申
込
＝
６
月
20
日

（火）
ま
で
（
必

着
）
に
124
円
往
復
は
が
き
に
参
加

者
全
員
（
１
枚
５
人
ま
で
）
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学
年
、

開
催
時
間
（
午
前
・
午
後
）
と
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
の
希
望
を
記
入
し
、

募

集

〒
３
２
７
‐
０
５
０
１

葛
生
東
１
‐
11
‐
15

葛
生
化
石
館　

ま
で

※
抽
選
結
果
は
返
信
用
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（８６）
３
３
３
２

（
月
曜
休
館
）

外
国
人
へ
日
本
語
を
教
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　

楽
し
く
外
国
人
の
方
と
交
流
し

な
が
ら
日
本
語
を
教
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
経
験
、
資
格
は
問
い
ま
せ

ん
。
※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
■
問
合
せ
＝
国
際
交
流

協
会
☎

（２４）
４
７
７
７

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
」

新
規
登
録
者
募
集

▼
利
用
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

10
時
（
月
曜
日
を
除
く
）

▼
利
用
料
＝
１
回
210
円

▼
対
象
＝
高
校
生
以
上

■
問
合
せ
＝
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

☎
（６１）
１
１
５
３
（
月
曜
休
館
）

※
初
回
の
み
受
付
窓
口
に
て
登
録

が
必
要
で
す

介護予防教室で元気に過ごすコツを学びませんか？
●各指定会場で行う教室　お申し込みは、原則１人１教室です。

▲

対象＝市内にお住まいのおおむね６５歳以上の方　

▲

会場＝各教室指定会場

教室名 日程など 会場 講師

①
腹式呼吸で免疫力アップ
体操

７月３日（月）、全１８回
午前１０時～１１時３０分

赤見地区公民館 武馬由美さん

② 脳いきいきアート教室
７月４日（火）、全３回
午前１０時～１１時３０分

いきいき元気館たぬま 小橋操さん

③ 楽楽健康体操教室
７月４日（火）、全１８回
午後１時３０分～３時

城北地区公民館 丸山利子さん

④ 健康健口教室
７月５日（水）、全１８回
午後１時３０分～３時

いきいき元気館さの
中村美智子さん・
林幸子さん

⑤ いきいき元気教室
７月５日（水）、全１８回
午後１時３０分～３時

旗川地区公民館
（株）カネス
（SGCスポーツプラザ）

⑥ 元気アップ教室
７月６日（木）、全１８回
午前１０時～１１時３０分

いきいき元気館たぬま
上岡晴雄さん

（オアシスかみおか）

⑦ はつらつ運動教室
７月６日（木）、全１８回
午後１時３０分～３時

界地区公民館 NPO法人　めだかの里

⑧
接骨・整骨院が行う運動
教室

７月７日（金）、全１８回
午後１時～２時３０分

いきいき元気館さの 栃木県柔道整復師会

⑨
認知症予防教室「物忘れ
知らず教室」

７月７日（金）、全８回
午後１時～２時３０分

いきいき元気館たぬま NPO法人　風の詩

⑩
懐かしい歌で音楽を楽し
む元気会

７月１１日（火）、全１８回
午前１０時～１１時３０分

佐野中央公民館 真尾雅子さん

⑪ 楽笑元気塾
７月１１日（火）、全１６回
午後１時３０分～３時

常盤地区公民館 川上厚子さん

⑫ のびのびストレッチ教室
７月２８日 (金）、全１８回
午後２時～３時３０分

葛生地区公民館
（株）日本水泳振興会

栃木営業所

※②脳いきいきアート教室は参加費１０００円（３回分画材代）が別にかかります。

●各団体を対象に行う教室　１団体につき年度内８回まで、無料で講師を派遣します。

▲

対象＝市内で活動するグループ（おおむね６５歳以上の方５人以上で構成する団体）

■

申込＝いきいき高齢課

　　　　☎（２０）３０２１
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駅
通
信
」
で
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
掲
載
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ま

ち
の
駅
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ま
ち

の
駅
交
流
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
込
＝
観
光
立
市
推
進
課

☎
（２７）
３
０
１
１

知
事
と
語
ろ
う
！

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

県
政
の
課
題
に
つ
い
て
、
県
民

の
皆
さ
ん
と
知
事
が
直
接
話
し
合

う
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
22
日

（土）
午
後
１
時

30
分
～
（
２
時
間
程
度
）

▼
会
場
＝
市
役
所
大
会
議
室
（
６

階
）▼
定
員
＝
100
人（
抽
選
・
無
料
）

▼
申
込
＝
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
、性
別
、職
業
（
学

校
名
）
を
記
入
し
、
７
月
７
日

（金）

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
３
２
０
‐
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）
栃
木
県
広
報
課
へ

■
問
合
せ
＝
同
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

陸
上
自
衛
隊
第
12
音
楽
隊　

学
生
の
た
め
の
演
奏
会

▼
日
時
＝
７
月
２
日

（日）
午
前
11
時

開
演
（
午
前
10
時
開
場
）

女
性
の
地
域
活
動
推
進
セ
ミ

ナ
ー

　

地
域
活
性
化
の
た
め
の
団
体
活

動
等
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
研

修
を
開
催
し
ま
す
。
▼
日
時
＝
７

月
21
日

（金）
か
ら
12
月
ま
で
全
８
回

（
各
回
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

▼
会
場
＝
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
（
宇
都
宮
市
）
ほ
か

▼
対
象
＝
女
性
団
体
や
女
性
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
指
導
的
立
場
の

方
（
男
女
を
問
わ
ず
）

■
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

☎
（２０）
３
１
０
９

「
ま
ち
の
駅
」を
募
集

　

「
ま
ち
の
駅
」と
は
、
誰
で
も
気

軽
に
立
ち
寄
り
、
地
域
の
話
題
や

情
報
が
得
ら
れ
る
交
流
の
場
の
こ

と
で
す
。
お
も
て
な
し
の
心
で
地

域
に
貢
献
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
の
店
舗
、
事
業
所

▼
条
件
＝
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で

地
域
の
情
報
を
提
供
で
き
る
／
ト

イ
レ
を
貸
す
こ
と
が
で
き
る
／
２

～
４
人
程
度
の
休
憩
の
場
が
あ
る

／
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
設

置
で
き
る
／
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
さ
の
に
入
会
し
事
業
を
行

う
（
年
会
費
・
入
会
費
あ
り
）

▼
特
典
＝
毎
月
発
行
の
「
ま
ち
の

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
対
象
＝
市
内
の
小
中
高
校
生
、

大
学
生　

※
学
生
１
名
に
つ
き
、

保
護
者
１
名
ま
で
入
場
可
能

▼
費
用
＝
無
料

※
６
月
10
日

（土）
午
前
10
時
か
ら
同

館
で
配
布
す
る
整
理
券
が
必
要
で

す※
整
理
券
は
１
人
２
枚
ま
で
。
先

着
順
に
配
布
し
、
予
定
枚
数
が
終

わ
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
７
２
１
１

ホ
タ
ル
祭
り　

●
下
彦
間
地
区
む
ら
づ
く
り
推
進

協
議
会　

▼
日
時
＝
６
月
10
日

（土）

午
後
５
時
～
９
時
（
雨
天
の
際
は

11
日

（日）
）
▼
会
場
＝
須
花
坂
公
園

憩
い
館　

▼
内
容
＝
下
彦
間
太

鼓
、
こ
ど
も
も
ち
つ
き
大
会
、
ホ

タ
ル
鑑
賞
会
（
午
後
７
時
30
分
よ

り
農
道
散
歩
）ほ
か

■
問
合
せ
＝
同
館
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
午
前
11
時
～
午
後
３
時
の

み
営
業
）☎

（６５）
０
１
５
３

●
仙
波
地
区
む
ら
づ
く
り
推
進
委

員
会　

▼
日
時
＝
６
月
17
日

（土）
午

後
６
時
～
（
雨
天
中
止
）　

▼
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
先
着
60
人

▼
内
容
＝
食
事
後
、
午
後
７
時
30

分
か
ら
ホ
タ
ル
観
賞
を
し
ま
す

（
参
加
者
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
）

▼
費
用
＝
食
事
代
が
か
か
り
ま
す

■
申
込
＝
同
セ
ン
タ
ー
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
の
午
前
11
時
～
午
後

２
時
の
み
営
業
）☎

（８６）
２
９
１
８

ホ
タ
ル
の
観
察
会

▼
日
時
＝
６
月
23
日

（金）
午
後
６
時

30
分
～
９
時（
小
雨
決
行
）

▼
集
合
＝
田
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

※
観
察
会
場
は
作
原
野
外
活
動
施

設
の
周
辺

▼
定
員
＝
先
着
35
人（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
＝
６
月
16
日

（金）
ま
で
に
、

環
境
政
策
課
☎

（２０）
３
０
１
３

第
41
回
ま
ち
な
か
楽
市

▼
日
時
＝
６
月
18
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

▼
会
場
＝
佐
野
商
工
会
議
所
周
辺

▼
内
容
＝
父
の
日
似
顔
絵
展
、
物

産
展
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ベ
ー

ゴ
マ
大
会
、
抽
選
会
、
そ
ば
打
ち

実
演
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
ほ
か

■
問
合
せ
＝
佐
野
商
工
会
議
所

☎
（２２）
５
５
１
１

催

物

し
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

決
定
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

※
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
、
電

話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
回
答

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

※
来
庁
さ
れ
る
際
は
納
税
通
知

書
、
身
分
証
明
書
、
代
理
人
の
方

は
委
任
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

【
平
成
29
年
度
の
主
な
税
制
改
正
】

●
給
与
所
得
控
除
上
限
額
の
変
更

　

給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
が
、

230
万
円
（
給
与
収
入
１
２
０
０
万

円
を
超
え
る
場
合
に
適
用
）
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

●
日
本
国
外
に
居
住
す
る
親
族
に

係
る
扶
養
控
除
等
の
書
類
の
添
付

義
務
化

　

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
申
告

の
際
に
国
外
居
住
者
親
族
に
係
る

扶
養
控
除
等
の
適
用
を
受
け
る
場

合
に
は
、「
親
族
関
係
書
類
」と「
送

金
関
係
書
類
」
の
添
付
ま
た
は
提

示
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

■
問
合
せ
＝
市
民
税
課

☎
（２０）
３
０
０
８

第
12
回
消
防
操
法
大
会

　

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃

の
消
防
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
４
日

（日）
午
前
８
時

～
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
11
日
に

延
期
）
▼
会
場
＝
田
沼
グ
リ
ー
ン

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
＝
消
防
本
部
警
防
課

☎
（２３）
９
９
２
０

※
市
消
防
団
で
は
、
常
時
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
佐
野
市
の
安

心
安
全
を
守
る
一
翼
を
担
う
た

め
、
今
、
あ
な
た
の
力
を
求
め
て

い
ま
す
。

６
月
４
日
～
10
日
は
危
険
物

安
全
週
間
で
す

　

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
日
常
よ

く
手
に
す
る
も
の
で
危
険
物
と
さ

れ
て
い
る
天
ぷ
ら
油
・
灯
油
・
ガ

ソ
リ
ン
・
油
性
塗
料
・
ス
プ
レ
ー

製
品
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
危
険
物

事
故
の
多
く
は
、
「
慣
れ
に
よ
る

油
断
・
取
扱
い
ミ
ス
・
認
識
不
足

な
ど
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

危
険
物
の
怖
さ
を
再
認
識
し
、

危
険
物
に
よ
る
事
故
防
止
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

●
平
成
29
年
度
危
険
物
安
全
週
間

推
進
標
語
「
あ
な
た
な
ら　

無
事

故
の
着
地　

決
め
ら
れ
る
！
」

■
問
合
せ
＝
予
防
課

☎
（２３）
９
９
１
０

お
知
ら
せ

城
北
地
区
公
民
館
サ
ー
ク
ル

発
表
会

　

38
の
所
属
サ
ー
ク
ル
が
ス
テ
ー

ジ
や
展
示
を
通
し
て
、
日
頃
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
24
日

（土）
・
25
日

（日）

午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
５
７
７
２

市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
29
年
度
市
・
県
民
税
の
納

税
通
知
書
を
、
６
月
12
日

（月）
に
発

送
し
ま
す
。

　

普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振

替
で
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
）
分

と
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
分
の
通

知
書
と
な
り
ま
す
。

　

内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
納
付

書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
は
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
第

１
期
分
の
納
期
限
は
６
月
30
日

（金）

で
す
。
な
お
、
今
回
の
市
・
県
民

税
は
、
平
成
28
年
中
の
所
得
か
ら

計
算
し
て
い
ま
す
。

※
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
（
給
与

か
ら
の
天
引
き
）
分
は
事
業
所
へ

送
付
し
ま
し
た
。
勤
務
先
か
ら
の

６
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
６
月
18
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時

▼
会
場
＝
万
葉
の
里
・
城
山
記
念

館
和
室
▼
席
主
＝
黒
澤
宗
光
さ
ん

（
佐
野
市
茶
華
道
協
会
茶
道
部
・

表
千
家
不
白
流
）
▼
茶
券
＝
600
円

（
当
日
会
場
で
も
可
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２３）
０
７
２
８

春
季
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

参
加
費
１
５
０
０
円
が
必
要
で

す
。　

●
田
沼
支
部
大
会

▼
期
日
＝
６
月
27
日

（火）　

▼
会
場
＝
皐
月
ゴ
ル
フ
倶
楽
部　

佐
野
コ
ー
ス
▼
定
員
＝
先
着
130
人

▼

費

用

＝
６
５
３
０
円
セ
ル
フ

（
昼
食
代
、税
込
）

■
申
込
＝
同
倶
楽
部

☎
（６２）
４
１
４
１

「
紙
ひ
こ
ー
き
」に
よ
る

「
お
は
な
し
会
」

▼
日
時
＝
６
月
30
日

（金）
午
前
10
時

30
分
～　

▼
会
場
＝
新
合
保
育
園

▼
対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子

▼
費
用
＝
無
料（
予
約
不
要
）

■
問
合
せ
＝
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー　

ぴ
よ
ぴ
よ
ル
ー
ム
・
た

ぬ
ま（
た
ぬ
ま
保
育
園
内
）

☎
（６２）
７
０
４
１

ともこ皮フ科クリニック
診療科目

美容皮フ科

診療時間 休診日

住所：栃木県佐野市鐙塚町156-1  電話：０２８３‒８５‒９４８３

木・日・祝日９：００～１２：００/１６：００～１８：００
（ご予約制ではございません）土曜日午後も診療しております。

９：００～１８：００（完全予約制）
※手術・ヒアルロン酸・ボットクス・脂肪溶解注射は午後からの予約となります。
※全身脱毛の最終予約は１７：００となります。

皮膚科
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

刃
物
と
ぎ

▼
日
時
＝
６
月
14
日

（水）
午
前
９
時

～
午
後
４
時

▼
会
場
＝
大
橋
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ

※
料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
田
沼
・
葛
生
の
連

絡
所
で
も
随
時
開
催
中
で
す

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（２３）
７
７
６
５

ヤ
マ
ビ
ル
の
吸
血
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

ヤ
マ
ビ
ル
に
よ
る
吸
血
被
害

が
、
秋
山
町
や
作
原
町
な
ど
を
中

心
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
の
中
に
入
る
と
き
は
、
塩
水

や
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
使
用
す
る

と
と
も
に
、
肌
を
露
出
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

吸
血
さ
れ
た
と
き
は
、
虫
よ
け

剤
や
塩
な
ど
で
ヒ
ル
を
自
然
に
は

が
し
、
血
を
押
し
出
し
、
傷
口
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
農
山
村
振
興
課

☎
（６１）
１
１
６
３

ご
存
知
で
す
か
？

「
付
加
年
金
」

　

付
加
年
金
と
は
、
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被

保
険
者
が
定
額
保
険
料
に
加
え
、

付
加
保
険
料
（
月
額
400
円
）
を
納

付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

※
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る

方
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の

方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

▼
申
込
＝
年
金
手
帳
・
印
か
ん
を

お
持
ち
の
う
え
、市
民
課（
１
階
）、

田
沼
・
葛
生
行
政
セ
ン
タ
ー
、ま
た

は
支
所
へ
■
問
合
せ
＝
市
民
課

☎
（２０）
３
０
１
９

災害時に支え合う　避難行動要支援者避難支援制度　■問合せ＝社会福祉課☎（２０）３０２０

　災害発生時では、支援を必要とする人が安全に避難するため、近隣の人たちの支え合いが重要です。

ご近所で支援の依頼があったときは、できる限り協力をお願いします。

●避難行動要支援者避難支援制度とは？

　集中豪雨や地震などの災害が発生した際、高齢者や身体の不自由な人などの「避難行動要支援者（以

下「要支援者」）」は自力での避難が困難となります。こうした方々を災害から守るため、要支援者と

して近隣に誰がいるかを把握し、誰が避難所まで誘導するかなどについて、日頃からコミュニケーショ

ンを図り、災害時には駆けつけて行動をともにしていただく「ご近所の助け合いの制度」です。

●対象者は？

　生活の基盤が自宅にある方のうち、家族等の支援が困難で、災害時に避難する

ために、何らかの助けを必要とする、①介護保険の要介護認定者（要介護３以上）、

②身体障がい者（１・２級）、③知的障がい者（Ａ１・Ａ２）、④精神障がい者（１・

２級）、⑤難病者（神経系）、⑥その他①～⑤以外で災害時の支援が必要な方。

※市から郵送する個人情報提供の意向確認に関する書類に「同意する」で回答い

　ただいた方について、要支援者として名簿に掲載し、町会等へ情報提供します

人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
の

講
演
会

▼
日
時
＝
７
月
５
日

（水）
午
後
６
時

30
分
～
８
時

▼
会
場
＝
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ

▼
講
師
＝
渡
辺
真
由
子
さ
ん（
メ

デ
ィ
ア
学
者
）

▼
テ
ー
マ
＝「
深
刻
化
す
る
ネ
ッ

ト
い
じ
め
～
そ
の
現
状
と
大
人
の

役
割
～
」

▼
定
員
＝
400
名（
無
料
）

■
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

☎
（２０）
３
１
０
９

栃
木
県
介
護
支
援
専
門
員
実

務
研
修
受
講
試
験
案
内
書
を

配
布
し
ま
す

▼
日
時
＝
10
月
８
日

（日）
午
前
10
時

～
正
午

▼
会
場
＝
宇
都
宮
大
学
ほ
か

▼
受
験
料
＝
７
７
０
０
円

▼
案
内
書
の
配
布
期
間
・
場
所
＝

６
月
30
日

（金）
ま
で
、
介
護
保
険
課

（
１
階
）、
田
沼
・
葛
生
行
政
セ
ン

タ
ー

※
応
募
は
６
月
13
日

（火）
～
30
日

（金）

ま
で
。
詳
細
は
申
込
書
を
ご
確
認

く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協

会
☎
０
２
８（
６
５
０
）５
５
８
７

（例）付加年金を１０年間付加保険料を納付した場合

納付額 ４万８０００円＝４００円×１０年(１２０月)

付加年金額 ２万４０００円＝２００円×１０年(１２０月) 

・毎年、老齢基礎年金に付加年金２万４０００円が上乗せさ

　れますので２年受給すると、納めた総額と同額になります。

・上記の付加年金額は、６５歳から受給した場合です。定額

　で物価 スライド ( 増減 ) はありません。
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

夏
季
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
入
所
の

ご
案
内

▼
期
間
＝
７
月
21
日

（金）
～
８
月
29

日
（火）
（
日
曜
・
祝
日
、第
３
土
曜
日
、

８
月
14
日

（月）
～
16
日

（水）
を
除
く
）

▼
時
間
＝
午
前
８
時
～
午
後
６
時

▼
対
象
＝
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で

昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
で
、
保

護
者
が
送
迎
で
き
る
小
学
校
１
～

４
年
生
（
現
在
の
利
用
者
で
は
な

く
新
規
の
方
）
▼
受
入
ク
ラ
ブ
＝

第
１
植
野
・
第
１
界
・
吾
妻
・
赤

見
・
石
塚
・
吉
水
・
多
田
・
三
好
・

山
形
・
葛
生
・
葛
生
南
・
常
盤
の

各
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

▼
申
込
＝
６
月
15
日

（木）
～
30
日

（金）

の
間
に
、
こ
ど
も
課
（
２
階
）、

田
沼
・
葛
生
の
行
政
セ
ン
タ
ー
、

各
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に
備
え
付
け
の

申
込
書
を
記
入
の
う
え
、
就
労
証

明
書
な
ど
必
要
書
類
を
添
え
て
、

直
接
、
同
課
へ

※
入
所
児
童
数
の
状
況
に
よ
り
入

所
す
る
ク
ラ
ブ
は
希
望
に
そ
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
２
３

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
電
話
相
談

　

６
月
26
日
か
ら
の
１
週
間
を

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強

化
週
間
と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員

が
い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
の
人
権
問
題

の
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
期
間
＝
６
月
26
日

（月）
～
７
月
２

日
（日）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）
■
連
絡
先
＝

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

「
水
道
週
間
」
で
す

●
平
成
29
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
あ
た
り
ま
え　

そ
ん
な
み
ず
こ

そ　

た
か
ら
も
の
」

　

水
道
局
で
は
安
全
で
安
心
な
お

い
し
い
水
道
水
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
熱
中
症
対
策
に
水
道
水
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
水
道
局
総
務
課

☎
（２２）
１
６
９
６

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
長
に
よ
る
表
彰

　

２
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
栃
木

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
会
長
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

冨
岡
律
子
（
天
神
町
）

加
藤
清
（
築
地
町
）

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎

（６１）
１
１
４
０

平成２９年度の農作業標準料金が決定しました
種別 作業区分 単位 単価（円） 摘要

耕起

耕耘 １０ａ ５,６００ 砂利等の多い場合割増（２,０００円限度）

パワーディスク（深耕） １０ａ ５,６００

プラソイラー １０ａ ５,６００

代かき １０ａ １３,０００
荒代・植代
砂利等の多い場合割増（２,０００円限度）

育苗 管理 １枚 ５４０ 配達は別料金（１枚５１円）

田植 機械植 １０ａ ９,２００ 側条施肥付　配達は別料金（１枚５１円）

播種 ドリルシーダー（麦播種） １０ａ ５,６００

収穫

コンバイン（米） １０ａ ２０,５００
倒伏率に比例割増（※１）
わら結束の場合３,０００円増

コンバイン（麦） １０ａ ２０,５００ 同　上

バインダー １０ａ １０,１００

ハーベスター １０ａ １２,４００

乾燥・調整 １俵 １,８００ 籾摺りまで

運搬 １０ａ １,９００

収穫セット料金（米） １０ａ ３３,９００ ７俵基準（※１）

収穫セット料金（麦） １０ａ ３２,９００ ６俵基準（※１）

管理

ヘーベーラ １０ａ ８,２００ へーメーカー使用は１,０００円割増

ロールベーラ １０ａ ８,２００

ライムソアー １０ａ ２,５００

畔塗り １ｍ ５５

トレンチャー １ｍ １５４

弾丸暗渠 アワメーター ９,０００

除草（１時間当たり） １,７００ 草刈り機による作業・燃料含む（※２）

農作業一般（１時間当たり） ８００ 作業内容により増額あり

※１：約１０％倒伏で１０％割増、全面なら２倍となります　※２：状況や面積等により異なります

◎圃場整備済の農地対象　◎燃料費・消費税込み　　　　　

■問合せ＝農業委員会☎（２０）３０５９
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消費生活センターからのお知らせクリーン推進課からのお知らせ
　　
架空請求にご注意ください

携帯電話やスマートフォンに「有料動画の閲覧履歴

があり、本日中に連絡がない場合は法的措置をとる」

と業者の電話番号が記されたＳＭＳやメールを送り

付ける「架空請求」の相談が増えています。

このような場合は、業者へ連絡をせず、消費生活セ

ンターへ相談をしましょう。

■問合せ＝消費生活センター　　☎（２０）３０１５

　　　　　　※平日午前９時～午後４時

　　　　　消費者ホットライン　☎局番無し１８８	

　　　　　　※土曜日午前９時～午後５時、

　　　　　　　日曜日・祝日午前１０時～午後４時

「廃食用油の回収」にご協力ください！

市内の地区公民館等には「廃食用油回収 BOX」が設置

されています。家庭から出る廃食用油はこの回収 BOX

に入れて、ごみの減量化・リサイクルを行いましょう。

●出し方について

・使用済み油は軽くこして、揚げ

　物カス等は取り除く。

・500ml のペットボトルに入れて

　キャップを閉める。

・期限切れ（未使用）油はそのまま出してください。

※対象は植物性のみ。動物性油（ラード）、機械油（オ

　イル）、事業活動から出る油は対象外です

■問合せ＝クリーン推進課☎（２３）８１５３

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
微
小
粒

子
状
物
質（PM

2.5

）
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

●
光
化
学
ス
モ
ッ
グ　

　

自
動
車
や
工
場
か
ら
排
出
さ
れ

る
化
学
物
質
が
紫
外
線
と
反
応
し

生
成
さ
れ
、
主
に
風
が
弱
く
て
、

気
温
が
高
く
晴
れ
た
日
に
発
生
し

ま
す
。
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
、
の

ど
が
痛
い
、
息
苦
し
い
な
ど
の
症

状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

●
微
小
粒
子
状
物
質
（PM

2.5

）

　

自
動
車
や
工
場
の
排
ガ
ス
、
火

山
灰
や
黄
砂
な
ど
が
原
因
で
、
ぜ

ん
息
や
気
管
支
炎
な
ど
の
呼
吸
器

系
や
循
環
器
系
疾
患
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
注
意
報
や
注
意
喚
起
が
実
施
さ

れ
た
ら
…

　

不
要
不
急
の
外
出
や
屋
外
で
の

激
し
い
運
動
を
控
え
、
体
調
に
異

変
を
感
じ
た
ら
医
師
の
診
察
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

※
被
害
を
受
け
た
方
は
、
環
境
政

策
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
の
発

令
状
況
な
ど

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や
微
小
粒
子

状
物
質
な
ど
の
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
栃
木
県
防
災
メ
ー
ル
で

配
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

（
と
ち
ぎ
の
青
空
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

http://w
w

w
.pref.tochigi.lg.jp/

d03/eco/kankyou/hozen/aozora.

htm
l　

■
問
合
せ
＝
環
境
政
策
課

☎
（２０）
３
０
１
３

人
権
擁
護
委
員

　

６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。
市
で
は
、
次
の
人
権

擁
護
委
員
の
方
々
が
活
動
し
て
お

り
、
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

（
平
成
29
年
６
月
１
日
現
在
）

藤
波
一
博
（
村
上
町
）

半
谷
昌
弘
（
牧
町
）

栗
原
哲
夫
（
山
形
町
）

加
藤
敏
子
（
船
津
川
町
）

山
﨑
光
子
（
栃
本
町
）

野
尻
真
弓
（
田
沼
町
）

冨
岡
律
子
（
天
神
町
）

加
藤
清
（
築
地
町
）

髙
澤
茂
夫
（
田
沼
町
）

福
田
紳
一
（
大
橋
町
）

岩
崎
美
知
江
（
植
下
町
）

藤
倉
悦
子
（
船
津
川
町
）

大
関
輝
雄
（
田
沼
町
）

尾
花
淳
美
（
出
流
原
町
）

兵
藤
勇
（
奈
良
渕
町
）

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎

（６１）
１
１
４
０

「
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
と

「
巡
回
相
談
会
」「
ぷ
ら
っ
と

巡
回
相
談
会
」

　

求
職
活
動
に
つ
い
て
の
「
就
職

応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
と
就
労
に
関
す

る
「
巡
回
相
談
会
」、
ま
た
、
シ

ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
活
動
に
関

す
る
「
ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場
＝
６
月
22
日

（木）
佐

野
市
役
所
601
・
602
会
議
室
・
７
月

27
日

（木）
足
利
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
201
号
室
▼
時
間
＝
（
就
職
応

援
セ
ミ
ナ
ー
）
午
前
10
時
30
分
～

正
午
、（
巡
回
相
談
会
・
ぷ
ら
っ

と
巡
回
相
談
会
）
午
後
１
時
～
４

時
▼
申
込
＝
実
施
日
の
前
日
午
後

５
時
ま
で
に
各
市
窓
口
へ

（
佐
野
市
）
商
工
・
企
業
誘
致
課

☎
（２０）
３
０
４
０

（
足
利
市
）
商
工
振
興
課　

☎
０
２
８
４

（２０）
２
１
５
７

■
問
合
せ
＝

（
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
・
巡
回
相
談

会
）と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
６

（
ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会
）と
ち
ぎ

生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
２
２
）３
０
１
８
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６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

で
す

　

梅
雨
や
台
風
に
よ
る
大
雨
の
季

節
を
迎
え
、
土
石
流
・
地
す
べ
り
・

が
け
崩
れ
等
の
土
砂
災
害
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

土
砂
災
害
か
ら
大
切
な
家
庭
を

守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
気
象
情
報

に
注
意
し
、
各
家
庭
に
お
い
て
も

安
全
な
避
難
場
所
を
確
認
す
る
な

ど
、
災
害
に
対
し
て
備
え
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
防
災
士
補
助
金
制
度

　

市
で
は
、
防
災
に
関
す
る
意
識

や
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、
防
災

士
資
格
を
取
得
し
た
方
を
対
象
に

講
座
受
講
料
な
ど
の
必
要
経
費
を

全
額
補
助
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

■
問
合
せ
＝
危
機
管
理
課

☎
（２０）
３
０
５
６

６
月
は
ご
み
の
不
法
投
棄
重

点
監
視
月
間
で
す

　

６
月
は
「
全
国
ご
み
不
法
投
棄

監
視
ウ
ィ
ー
ク
」
を
筆
頭
に
重
点

監
視
月
間
で
す
。
不
法
投
棄
防
止

の
た
め
の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
す
る
予
定
で
す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
周
辺
環

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ご
み
を
土
地
に
捨
て
ら

れ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
犯
人
が
分

か
ら
な
い
場
合
は
そ
の
土
地
の
所

有
（
管
理
）
者
が
片
づ
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
故
郷
を

次
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と

な
っ
て
不
法
投
棄
へ
の
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

城
山
公
園
駐
輪
場
の

ご
案
内

　

24
時
間
い
つ
で
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。　

▼
車
種
＝
自
転
車
の
み

▼
料
金
＝
24
時
間
ご
と
に
160
円

（
最
初
の
４
時
間
ま
で
は
無
料
）

▼
収
容
台
数
＝
62
台

■
問
合
せ
＝
都
市
整
備
課

☎
（２０）
３
１
０
１

■問合せ＝　栃木デスティネーションキャンペーン佐野実行委員会事務局

　観光立市推進課☎（２７）３０１１　※平日９時～１７時のみ

青
磁
不
遊
環
花
生

中根東里学則版木

「本物の出会い　栃木」デスティネーションキャンペーン　プレイベント

県南地域　文化財特別公開

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

現
地
調
査
に
ご
協
力
を

　

県
で
は
、
土
砂
災
害
対
策
に
利

用
す
る
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、

６
月
～
８
月
ま
で
の
期
間
、
土
砂

災
害
防
止
法
に
基
づ
く
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
に
伴
い
、
調
査
員
（
県
の

委
託
業
者
）
が
住
宅
等
の
敷
地
内

へ
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
、
県
が
発
行
す
る
身

分
証
明
書
を
携
行
し
て
い
ま
す

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
安
足
土
木
事

務
所
☎
０
２
８
４

（４１）
４
１
１
９

　来年の４月～６月に実施される栃木デスティネーションキャンペーン（略称：栃木ＤＣ）

のプレイベントとして、「県南地域　文化財特別公開」が実施されます。

　期間中は、普段あまり見ることのできない栃木県南地域５市２町の貴重な文化財を期

間限定で公開します。この機会に、ぜひ、県南地域の貴重な文化財を巡ってみてください。

▲

佐野市の文化財　

　・青
せ い じ ふ ゆ う か ん は な い け

磁不遊環花生、中
な か ね と う り が く そ く は ん ぎ

根東里学則版木（ともに佐野市指定文化財）

　　郷土博物館で６月１８日（日）まで特別公開

　　※月曜休館。開館は午前９時～午後５時。入館料あり

　・国指定史跡 唐沢山城跡

　　常時公開。山頂の唐澤山神社への立ち入りは午前８時～午後５時。無料

詳しくは、観光立市推進課（３階）や佐野市観光物産会館などで配布しているチラシをご覧ください。

シマダ住装サービス

足利市迫間町757

増改築 屋根・外壁 水まわり水まわり 雨漏り

足利市・佐野市　あなたの住まいのお悩み解決！

＜営業 8：30～18：30 日曜・祝日休＞

エコリフォーム補助金
受付中！ 見積無料

（0284）91-3847
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２
０
１
８
と
ち
ぎ
求
人
企
業

合
同
説
明
会

　

栃
木
県
で
は
、
県
内
企
業
に
就

職
を
希
望
す
る
平
成
30
年
３
月
大

学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等

卒
業
予
定
者
お
よ
び
学
校
卒
業
後

３
年
以
内
の
未
就
職
卒
業
者
、
ま

た
、
45
歳
未
満
の
同
学
歴
卒
業
の

若
年
者
な
ど
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
事
前
申
込
不
要
）。

▼
日
時
＝
６
月
８
日

（木）
午
後
１
時

～
４
時

▼
会
場
＝
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ（
宇

都
宮
市
）

▼
参
加
企
業
＝
約
130
社
予
定　

※
参
加
企
業
は
、県
労
働
政
策
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
お
知
ら
せ
・
行
政

情
報
）で
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
労
働
政
策
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

天
明
鋳
物
継
承
親
子
教
室

▼
日
時
＝
６
月
24
日
、
７
月
15
日
、

９
月
９
日
、
10
月
14
日
、
11
月
11

日
の
土
曜
日
（
全
５
回
）
午
前
９

時
～
正
午
▼
会
場
＝
若
林
鋳
造
所

（
大
祝
町
）
▼
対
象
＝
小
学
3
年

生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
児
童
生
徒

と
そ
の
保
護
者

古
傘
の
布
地
を
再
利
用
す
る

マ
イ
バ
ッ
グ
作
り
講
習
会

▼
日
時
・
会
場
＝

①
６
月
27
日

（火）
午
前
９
時
30
分
～

正
午
・
田
沼
中
央
公
民
館
、

②
７
月
18
日

（火）
午
後
１
時
30
分
～

４
時
・
佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
講
師
＝
消
費
者
友
の
会
の
皆
さ

ん
▼
定
員
＝
先
着
20
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座　

　

足
利
中
央
特
別
支
援
学
校
に
お

い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
▼
日
時
＝
７
月
22
日

（土）
、
９
月
３
日

（日）
、
10
月
15
日

（日）
、
11
月
11
日

（土）
、
12
月
３
日

（日）

の
全
５
回
。
各
日
午
前
10
時
～
正

午
▼
会
場
＝
県
立
足
利
中
央
特
別

支
援
学
校
（
大
月
町
）

▼
対
象
＝
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
高
校
生
以
上
の
方

（
３
回
以
上
出
席
で
き
る
方
）

▼
内
容
＝
本
校
概
要
・
障
害
理
解
・

学
校
行
事
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動　

■
申
込
＝
７
月
７
日

（金）
ま
で

に
同
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
・
信
太

☎
０
２
８
４

（４１）
１
１
８
５

▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
費
用
＝
ひ
と
り
１
千
円

■
申
込
＝
天
命
鋳
物
伝
承
保
存
会

・
若
林
☎

（２２）
６
６
２
３

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

～sum
m
er

～

　

外
国
人
の
先
生
と
英
語
を
使
っ

て
、
楽
し
く
料
理
や
ゲ
ー
ム
を
し

て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
７
月
24
日

（月）
～
28
日

（金）

午
前
10
時
～
正
午
▼
会
場
＝
城
北

地
区
公
民
館
▼
定
員
＝
先
着
30
人

程
度
▼
費
用
＝
１
２
０
０
円
（
保

険
料
・
教
材
費
）

▼
対
象
＝
小
学
生

■
申
込
＝
７
月
13
日

（木）
ま
で
に

国
際
交
流
協
会
☎

（２４）
４
４
４
７

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

▼
日
時
＝
６
月
17
日
、
７
月
１
・

15
・
29
日
、
８
月
12
日
の
土
曜
日

（
全
５
回
）
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
（
４
時
間
）

▼
会
場
＝
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
（
大

橋
町
）
▼
対
象
＝
視
覚
に
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
６
月
12
日

（月）
ま
で
に
、

視
覚
障
が
い
者
鳩
の
会
・
山
根

☎
（２４）
１
５
５
１

講

座

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室

　

２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩
く

全
身
を
使
っ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

す
。

▼
開
催
日
・
時
間
＝
毎
週
木
曜
日

（
随
時
受
付
）
午
後
１
時
～
２
時

▼
会
場
＝
運
動
公
園
▼
定
員
＝

先
着
10
人
▼
費
用
＝
１
回
500
円

（
ポ
ー
ル
は
無
料
貸
出
あ
り
）

■
申
込
＝
運
動
公
園
管
理
事
務
所

☎
（２５）
０
４
０
３　

※
月
曜
休
館

パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の
講
座

油
と
健
康
「
何
故
今
オ
メ
ガ

３
な
の
か
」

　

毎
日
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い

油
に
つ
い
て
、
問
題
点
を
探
っ
て

よ
り
健
康
的
な
油
に
つ
い
て
の
知

識
を
深
め
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
７
月
７
日

（金）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
▼
会
場
＝
パ
レ
ッ
ト

プ
ラ
ザ
さ
の
▼
講
師
＝
小
林
由
美

さ
ん
（
日
本
健
康
医
療
学
会
会
員
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
７
月
３
日

（月）
ま
で
に
、

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（６１）
１
１
４
０

http://hakuoh-h.jp
nyushi@hakuoh.ed.jp

文理進学コース
総合進学コース

特別進学コース
進     学     コース

8月 26日 (土 )
8月 27日 (日 )

10月    1 日 (日 )
9月 30日 (土 )

10月    7 日 (土 )
10月 14日 (土 )

①
②

白鷗大学足利高校の新しい学びが始まります .
コースを再編し、
一人ひとりを輝かせる進学サポート体制を強化！

国公立　74名　私立　606名平成29年度入試大学等合格状況
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

わ
ん
ぱ
く
卓
球
教
室

▼
日
時
＝
7
月
22
日
～
9
月
16
日

の
毎
週
土
曜
日
（
全
9
回
）
午
後

７
時
～
９
時

▼
会
場
＝
市
民
体
育
館

▼
対
象
＝
市
内
小
学
生

▼
定
員
＝
先
着
30
人

▼
費
用
＝
500
円

▼
申
込
＝
開
催
日
の
10
日
前
ま
で

に
費
用
を
添
え
て
、
①
ス
ポ
ー
ツ

立
市
推
進
課
（
３
階
）、
②
運
動

公
園
管
理
事
務
所
、
③
ア
リ
ー
ナ

た
ぬ
ま
へ

※
②
・
③
は
月
曜
休
館

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
４
９

犬
伏
地
区
公
民
館

市
民
教
養
講
座

　

各
講
座
受
講
無
料
で
す
。

■
申
込
＝
同
館
☎

（２３）
８
１
３
７

●
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
＝
６
月
15
日

（木）
午
後
２
時

～
４
時
▼
講
師
＝C
iel

（
シ
エ
ル
）

の
石
川
陽
亮
さ
ん
・
浅
沼
杏
花
さ

ん
▼
定
員
＝
先
着
100
人

●
お
も
し
ろ
科
学
大
実
験　

▼
日
時
＝
７
月
５
日

（水）
午
後
２
時

～
４
時
▼
講
師
＝
島
野
克
嘉
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
100
人

田
沼
中
央
公
民
館

趣
味
の
講
座

■
申
込
＝
同
館
☎

（６１）
１
１
３
５

※
②
・
③
は
６
月
５
日
～
申
込
を

受
付

①
趣
味
の
編
み
物
で
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
つ
く
る
Ⅰ

▼
日
時
＝
６
月
13
日

（火）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
▼
講
師
＝
菊
地

夕
美
子
さ
ん
▼
定
員
＝
先
着
16
人

▼
費
用
＝
500
円
（
材
料
費
）

②
季
節
の
折
り
紙
（
た
な
ば
た
）

▼
日
時
＝
６
月
22
日

（木）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
▼
講
師
＝
石
原

啓
子
さ
ん
▼
定
員
＝
先
着
16
人

▼
費
用
＝
300
円
（
材
料
費
）

③
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
写
真
入
門
講

座
Ⅱ　

趣
味
で
写
真
を
始
め
た
い

人
向
け
の
講
座
で
す
。

▼
日
時
＝
６
月
24
日

（土）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

▼
講
師
＝
飯
島
秀
雄
さ
ん
（
フ
ォ

ト
マ
ス
タ
ー
Ｅ
Ｘ
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人
（
無
料
）

葛
生
地
区
公
民
館

市
民
教
養
講
座

■
申
込
＝
同
館
☎

（８６）
３
４
１
４

●
人
権
講
座
「
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
楽
し
く
」　

▼
日
時
＝
６
月
29

日
（木）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
講
師
＝
中
島
清
道
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
50
人
（
無
料
）

●
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
フ
ル
ー
ツ

カ
ゴ
作
り

※
６
月
５
日
～
申
込
を
受
付

▼
日
時
＝
７
月
７
・
14
日

（金）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
▼
講
師
＝

賣
野
友
子
さ
ん
▼
定
員
＝
先
着
15

人
▼
費
用
＝
600
円
（
材
料
費
）

常
盤
地
区
公
民
館

市
民
教
養
講
座

■
申
込
＝
同
館
☎

（８５）
３
６
５
７

●
素
敵
生
活
小
物
作
り
「
ク
ラ
フ

ト
バ
ン
ド
教
室　

パ
ー
ト
２
」

▼
日
時
＝
６
月
14
・
21
日

（水）
午
後

７
時
～
９
時
▼
講
師
＝
永
島
和
美

さ
ん
▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
費
用
＝
２
千
円
（
材
料
費
）

●
人
生
講
座
「
女
性
も
男
性
も
自

分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
！
」

▼
日
時
＝
７
月
12
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

▼
講
師
＝
グ
ル
ー
プ
わ
っ
く
る

▼
定
員
＝
先
着
40
人
（
無
料
）

氷
室
地
区
公
民
館

市
民
教
養
講
座

●
陶
芸
教
室　

▼
日
時
＝
７
月
５
日
～
26
日
の
毎

週
水
曜
日
（
全
４
回
）
午
後
７
時

～
９
時
▼
講
師
＝
望
月
賢
治
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
費
用
＝
６
千
円
（
材
料
費
）

■
申
込
＝
６
月
23
日

（金）
ま
で
に
、

同
館
☎

（８７）
０
０
０
４

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専

門
校　

技
能
講
習
会

●
第
２
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験

準
備
講
習
①
②

▼
日
時
＝
①
７
月
４
日

（火）
～
６
日

（木）
②
７
月
11
日

（火）
～
13
日

（木）
各
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
各
先
着
15
人

▼
費
用
＝
各
４
９
５
０
円

●
第
３
次
元
機
械	C

A
D

①

▼
日
時
＝
７
月
10
日

（月）
～
12
日

（水）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
先
着
５
人

▼
費
用
＝
３
５
２
０
円

●
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
①

▼
日
時
＝
７
月
19
日

（水）
～
21
日

（金）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
４
９
５
０
円

●
表
計
算
デ
ー
タ
処
理

（Excel

２
０
１
３
基
礎
編
）

▼
日
時
＝
７
月
20
日

（木）
～
21
日

（金）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
先
着
14
人

▼
費
用
＝
３
５
２
０
円

※
受
講
料
は
栃
木
県
収
入
証
紙
に

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い

■
申
込
＝
各
講
座
開
催
日
の
10
日

前
ま
で
に
同
校

☎
０
２
８
４

（９１）
０
８
０
３

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

▼
実
施
期
間
＝
平
成
30
年
３
月
ま

で
の
毎
週
火
～
金
曜
日
の
う
ち
１

コ
ー
ス
全
５
回
・
①
午
後
１
時
15

分
～
２
時
45
分
②
午
後
３
時
～
４

時
30
分
▼
会
場
＝
と
ち
ぎ
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
パ
ル
テ
ィ
（
宇

都
宮
市
）
▼
対
象
＝
母
子
家
庭
の

母
、
父
子
家
庭
の
父
、
寡
婦
の
方

▼
内
容
＝W

ord

基
礎
講
座
ま
た

はE
xcel

基
礎
講
座

■
申
込
＝

（公財）
栃
木
県
ひ
と
り
親

家
庭
福
祉
連
合
会
☎
０
２
８

（
６
６
５
）
７
８
０
６

古
布
を
使
っ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス

作
り

▼
日
時
＝
６
月
19
日

（月）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
▼
会
場
＝
田
沼

中
央
公
民
館
▼
講
師
＝
消
費
者
友

の
会
の
皆
さ
ん
▼
定
員
＝
先
着
20

人
▼
費
用
＝
１
千
円

■
申
込
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４
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楽習講師企画講座　

■

申込＝生涯学習課☎（２０）３１０９ ※事前にお電話にてお申し込みください

講座名 日時 会場 対象 講師（敬称略） 定員 費用

ベビーヨガセラピー
６月１４日（水）

午前１０時３０分～正午

犬伏地区公

民館
※１ 小林彩子 １０組 なし

多肉植物の寄せ植え ６月２０日(火)

午前１０時３０分～正午 イオンモー

ル佐野新都

市

さいとうきよみ ５人 １, ０００円

ガラスドームのプリザ 渡邊美樹 ８人 １, ０００円

愛犬のしつけ方講座

６月２０日(火 )

①午前１０時３０分～１１時３０分

②午前１１時３０分～午後０時３０分

宮腰幸子 １０人 ５００円

はじめてのパソコン講座
６月１９日・２６日、７月３日（各月）

午前１０時～正午
ぱるぽーと ＮＰＯ唐沢ＰＣ １０人 ３, ０００円

はじめての写経
６月２２日(木)

午後１時３０分～３時

植野地区公

民館
中島清道 ２０人 １００円

備えて安心！任意後見
６月２７日または７月１８日（各火）

午後１時３０分～３時３０分

市民活動ス

ペース

行政書士グルー

プかたくり
１０人 ５００円

健康長寿体操
６月２９日 ( 木）

午前１０時３０分～１１時４５分

田之入福祉

会館
※２ 橋本幸造 ２０人 １００円

※１：２ヶ月～ハイハイ位までの親子　※２：６０歳以上の男女

佐野市民大学　▲

期日・内容・講師＝以下のとおり　

▲

時間＝各日午後１時３０分～３時　

▲

会場＝佐野市中央公民館　

▲

費用＝無料　

▲

定員＝先着１５０人　

■

申込＝直接または電話で同館☎（２４）５７７１　※土･日･祝日を除く

月日 内容 講師

７月９日（日）
「佐野と佐野乾山について」
　尾形乾山が佐野に滞在した際に製作した作品という「佐野乾山」
についてお話します。

斉藤謙二さん
（佐野乾山顕彰会）

８月６日（日）
「比べて分かる唐沢山城-全国の山城と比較して-」
　全国の山城と比較し、国指定史跡 唐沢山城の理解を深めます。

茂木孝行さん
（日本考古学協会会員）

図書館の催し　詳しくは、各館で配布する「図書館だより」をご覧ください。

イベント名 日時 内容 対象など

佐野図書館
☎（２２）１８３３

図書館まつり

６月２４日（土）
午前１０時～１１時

ふうりょくCar工作体験
協力：カルソニックカンセイ

（株）

幼児～小学生（3 年生
以下は保護者同伴）、先
着２０人、５月２７日

（土）～受付

６月２４日（土）
午後３時～４時

サマーコンサート
演奏：田村泉さん　ほか 3名

先着５０人、５月２７日
（土）～受付

ブックリサイクル
６月２４日（土）・２５（日）
午前 9 時～午後 6 時

不要図書の配布 申込不要

楽習講師作品展示 ６月２３日（金）～７月２３日（日）佐野市楽習講師による作品展示 申込不要

田沼図書館
☎（６１）１１３６

大人のためのストーリー
テリングおはなし会

６月２５日（日）
午後１時３０分～３時

想像の世界へようこそ
「いなばの白うさぎ」ほか
協力：たぬま素話の会

先着 40 人
申込不要

たなばたのおはなし会 ７月１日（土）午後２時～３時
パネルシアター（七夕）、読み聞
かせ、工作

幼児～、申込不要
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▼会期＝７月９日（日）まで

▼開館＝

　午前９時～午後５時 

▼入館料＝無料

▼休館日＝なし

■吉澤記念美術館☎（８６）２００８

　石灰岩は古来から利用され、現在はセメントや石

材、農業や食品、鉄鋼業など様々な場面で使われてい

ます。また、石灰岩とはかつての海の生物の殻が集

まってできた生物岩です。展示では、人と石のかかわ

りのはなし、化石からわかる過去の地球のはなし、化

石と石が教えてくれる石灰岩にまつわるいろいろな

「物語」を紹介します。

　ただいま作成中です。お楽しみに！

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料

▼休館日＝毎週月曜日

収蔵企画展「うっとりしませ
んか？ー夢見るような絵画・
工芸ー」開催中

　「うっとり」するような絵画・工

芸作品を展示します。

▼会期＝７月２日（日）まで

▼開館＝午前９時３０分～

　午後５時

▼観覧料＝一般５１０円ほか

▼休館日＝毎週月曜日

★無料開館　６月１１日（日）

青磁椿文広口壺
森
本
草
介《
芍
薬
》

個
人
蔵

佐野市産フズリナ石灰岩

第６５回企画展
「佐野の古墳と埴輪」開催中!!

▼会期＝６月１８（日）まで

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝一般２１０円、

　高校・大学生１００円、

　小・中学生５０円　

　※６月１１日（日）は無料

▼休館日＝毎週月曜日

●学芸員による展示解説　

▼期日＝

　６月１１日（日）午後２時～

■郷土博物館☎（２２）５１１１
■人間国宝田村耕一陶芸館（まちな
か活性化ビル「佐野未来館」１階）
　☎（２２）０３１１

■葛生化石館☎（８６）３３３２

【臨時休館】　
展示替えやくん蒸などのため次の期間、休館します。

郷土博物館＝６月２６日（月）～７月   ３日（月）　葛 生 化 石 館＝６月２４日（土）～７月３日（月）

葛生伝承館＝６月２９日（木）～７月１６日（日）　吉澤記念美術館＝７月３日（月）～７月２１日（金）

【施設情報】市立博物館・美術館からのお知らせ
※図書館の催しは、２０ページをご覧ください

「牧歌舞伎と吉澤人形頭展」開催中
■葛生伝承館☎（８４）３３１１

　県の指定文化財となっている牧歌舞伎と吉澤人形

頭に関する展示をしています。

▼会期＝

　６月２８日( 水) まで

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料　 ▼休館日＝毎週月曜日

【講座】「色あそび」―コマとヨーヨーに絵付けをしよう―

▼日時＝８月１１日（祝・金）

　午後１時３０分～３時３０分

▼会場＝葛生地区公民館

▼定員＝先着１０人（小学３年　

生以下は保護者同伴）

▼費用＝４００円

▼申込＝６月８日（木）以降、葛生伝承館へ

　※休館日は除く

「大壺・大皿展」開催中

ム
ジ
ナ
塚
遺
跡 
３
号
墳

県民の日の６月１５日（木）は、先着

５０人に記念品（ポスターまたはポ

ストカード）をプレゼントします。
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子育て教室
乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互交

流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

▼日程＝各館午前１０時３０分から

南
毎週月曜日（祝日の場合は休み）

七夕まつり　２４日（土）午前１０時３０分～

※無料

東
毎週木曜日（祝日の場合は休み）

東児童館フェア　６日（火）午前１０時３０分～

※無料

西
毎週火曜日（０～１歳向け）ハイハイタイム、
※毎月１回ベビーマッサージ（今月は２７日）
毎週金曜日（１～３歳向け）のびのびタイム

田
沼

にこにこタイム毎週月曜日
ドレミルーム第２・第４水曜日

児童館情報

▼休館日＝第 3 土曜日と翌日の日曜日、国民の祝日

■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５

　東児童館☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）２４５２、

　田沼児童館☎（６２）０８７８

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★６月の予定

　小学生を対象（就学前児童でも保護者が同伴で可）

に、開催します。各日先着２０人、当日の受け付けです。

こどもの国屋外工作教室へお越しください。

ボランティア講師青雲教室　

　佐野退職校長会の支援による「学べる遊び」が体験

できる楽しい教室です。 ▼期日＝①６月３日、②７月１

日、③８月５日、④９月２日、⑤１０月７日、⑥１１月４

日、⑦１２月２日、⑧２月３日各土曜日午後２時～４時

▼内容＝野菜鉄砲、レクゲーム、手品、ブーメラン作り

　やクワガタ作りなど

作って遊ぼう教室　
　レクインストラクターの支援によりいろいろな楽し

い物を作って遊びましょう。

▼期日＝６月１１日（日）午後２時～３時

こどもの国情報

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合

はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

　

ぴよぴよルームたぬま・くずう

たぬま☎（６２）７０４１　くずう☎（８５）３４５６

（たぬま保育園、くずう保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

８日（木）・たぬま・歯科衛生士の話

２２日（木）・くずう・助産師「個別相談」

※２２日（木）は誕生会も行います

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください　

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時　

※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会　「スクラップブッキング」講師：吉澤晶子さん

　１４日（水）午前１０時３０分～（要予約）

○親子教室「七夕かざりを作ろう」（要予約）

　２８日（水）午前１０時３０分～

○誕生会：２１日（水）午前１０時３０分～

○おはなしタイム：１３日（火）午前１１時～

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠中期以降の方から

①６月１９日（月）午前９時１０分～１１

時４５分まで（受付：

９時～９時１０分）

佐野市保健センター
②６月２７日（火）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳未満のお子さんと保護者

６月１９日（月）午前１０時～

１０時３０分

佐野市保健センター

６月２１日（水） 田沼保健センター
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各種相談ガイド　６月１日（木）～７月６日（木）
※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問合せ

育児相談

６月１４日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

６月２６日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
６月５日（月）心理士・１６日（金）心理士
各日午後１時３０分～　

佐野市保健センター

消費生活相談
月～金曜日午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（５階交通生活課内）

消費生活センター
☎（２０）３０１５

市民相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
交通生活課 

（５階）

交通生活課
☎（２０）３０１４

【予】弁護士無料法律相談

６月１３日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は６月１日（木）午前９時～

万葉の里城山記念館

６月２０日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は６月１日（木）午前９時～

田沼中央公民館

合同（困りごと）相談 
※交通事故・消費生活・
行政相談・宅地建物相談
※女性相談は家庭児童相
談室で受け付けます

６月９日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

６月６日（火）午後１時３０分～４時
※交通事故・宅地建物は行っていません

葛生あくと保健センター

教育相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時 教育センター
教育センター
☎（２０）３０４８

青少年の悩みごと相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
少年指導センター
☎（２０）３０６１ 少年指導センター

☎（２０）３０６１
青少年に関する巡回相談 ６月１５日（木）午前１０時～午後３時

田沼中央公民館
☎（６１）１１３５

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談室（２階）
家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児あり）

６月１６日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）
※田沼行政センター２階

人権・男女共同参画課
☎（６１）１１４０

【予】女性のためのカウン
セリング相談

６月１・１５日・７月６日の木曜日
午前１０時～１１時５０分
※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談 ６月２２日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
６月１５日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

外国人相談
月～金曜日午前８時３０分～午後５時
※通訳が必要な方は事前にご連絡ください

交通生活課（５階）
交通生活課
☎（２０）３０１４

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

６月２７日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

身体や知的に障がいのある
方の相談支援

２４時間いつでも可
障がい者相談支援セン
ターみどり

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１

精神保健福祉相談（要予約）
月～金曜日午前８時３０分～（保健師）
６月１６日（金）午後１時３０分～（精神科医）

安足健康福祉センター
（足利市）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

難病患者さんの相談・支援
など

午前１０時～正午、午後１時～４時
とちぎ難病相談支援セン
ター（宇都宮市）

とちぎ難病相談支援センター
☎０２８（６２３）６１１３
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佐野地区（２５名）

番号 町会名 氏名
1 久保町 藤　原　英　治

2 相生町（佐野） 神　戸　清次郎

3 高砂町 岡　村　正　義

4 万町（佐野） 田名網　俊　昭

5 伊賀町 青　木　修　一

6 本町（佐野） 吉　澤　　　洪

7 大蔵町 岡　安　徹　雄

8 朝日町 高　瀬　成　人

9 大町 田　澤　眞　人

10 大橋町（市街部） 市　川　恵　一

11 大橋町（西部） 山　根　　　實

12 大橋町（東部） 山　口　晴　彦

13 天明町 志　村　安　弘

14 大和町 加　藤　正　博

15 亀井町 佐　瀬　恒　夫

16 金屋下町 小　林　　　晋

17 金屋仲町 落　合　勝　敏

18 金井上町 亀　山　邦　夫

19 大祝町 小　泉　久　二

20 金吹町 松　本　　　忠

21 若松町（第一協和会） 室 　岡　宣   幸

22 若松町（城南） 腰　高　　　裕

23 若松町（城東） 厚　木　健　志

24 若松町（城西） 黒　田　昭　雄

25 天神町 佐　藤　成　年

植野地区（１７名）

番号 町会名 氏名
26 上台町 高　橋　久　次

27 七軒町 山　中　　　明

28 植野町（泉） 武　藤　純　子

29 植野町（台南） 金　子　正　雄

30 植上町 林　　　輝　美

31 寺中町 関　根　光　雄

32 植下町 加　藤　忠　雄

33 若宮上町 塚　田　芳　夫

34 若宮下町 田　中　正　美

35 伊保内町 栗　原　　　武

36 大古屋町 谷　　　正　雄

37 庚申塚町 福　地　廣　司

38 田島町 島　田　一　男

39 赤坂町 永　瀬　昌　男

40 君田町 弓　削　重　雄

41 船津川町 新　井　英　明

42 飯田町 長谷川　 　  博

界地区（５名）

番号 町会名 氏名
43 馬門町 大　竹　藤　男

44 高山町 糸　井　三　郎

45 高萩町 小　野　博　之

46 茂呂山町 片　柳　義　弘

47 越名町 青　木　茂　伸

犬伏地区（２０名）

番号 町会名 氏名
48 犬伏上町 久　村　純　二

49 犬伏中町 荒　居　利　治

50 犬伏下町 西　沢　松　男

51 犬伏新町 飯　田　賢　次

52 米山南町 小早川　房　平

53 関川町 中　山　文　雄

54 米山町 関　根　喜美子

55 町谷町 吉　田　軍　司

56 伊勢山町 塩　田　哲　夫

57 韮川町 板　橋　一　男

58 富士町（上） 青　柳　　　清

59 富士町（下） 清　水　六　司

60 大栗町 髙　松　俊　夫

61 富岡町（東部） 坂　本　　　明

62 富岡町（北部） 橋　本　昭　壽

63 富岡町（南部） 吉　川　一　之

64 浅沼町 上　岡　良　雄

65 西浦町 小　関　秀　夫

66 鐙塚町 佐　瀬　修　一

67 黒袴町 島　田　常　夫

堀米地区（９名）

番号 町会名 氏名
68 堀米町（安良町下） 大　島　　　清

69 堀米町（安良町上） 新　里　　　登

70 堀米町（七区） 竹　川　鉄　彦

71 堀米町（横手） 渡　邉　正　弘

72 堀米町（内堀米） 小　野　一　郎

73 堀米町（朱雀） 柳　田　由　郎

74 堀米町（菊川） 竹　澤　　　宏

75 奈良渕町 横　田　丈　夫

76 田之入町 桂　野　　　忠

旗川地区（１１名）

番号 町会名 氏名
77 並木町（中妻） 赤　坂　知　久

78 並木町（堀之内） 荻　野　好　男

79 並木町（小野茂木） 茂　木　輝　一

80 並木町（大門） 船渡川　　　栄

81 並木町（花岡） 茂　木　孝　一

82 並木町（田中） 山　根　豊　治

83 免鳥町（新田） 岡　田　一　夫

84 免鳥町（市街道） 坂　本　秀　之

85 免鳥町（免鳥） 上　波　　　勝

86 小中町（東） 篠　﨑　常　吉

87 小中町（西） 小　堀　　　清

吾妻地区（４名）

番号 町会名 氏名
88 村上町 齊　藤　　　誠

89 上羽田町 人　見　康　義

90 下羽田町 中　村　善　昭

91 高橋町 荒　川　正　夫

町会活動の中心となってご活躍いただいている
町会長の皆さんをご紹介します‐敬称略‐

●
町
会
と
は
？　

そ
こ
に
住
む
人
た
ち
と
共
に
災
害
時
の
対
応
や
隣
近
所
と
の
絆
づ
く
り
、い
ざ
と
い
う
時
の
相
互
扶
助
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。佐
野
市
に
は
167
の
町
会
が
あ
り
ま
す
。
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赤見地区（９名）

番号 町会名 氏名
92 赤見町（市場） 島　田　邦　夫

93 赤見町（大門） 芝　宮　民　之

94 赤見町（町屋） 割　田　政　之

95 赤見町（駒場） 湯　沢　和　雄

96 石塚町（下） 小　暮　敏　夫

97 石塚町（上） 須　藤　武　男

98 石塚町（緑） 椎　名　あつ子

99 出流原町 片　柳　　　栄

100 寺久保町 大　出　重　男

田沼地区（９名）

番号 町会名 氏名
101 下町 海老原　脩　治

102 角町 倉　持　　　武

103 仲町 青　木　俊　一

104 田沼本町 那　須　国　昭

105 上町東 戸　叶　憲　一

106 上町西 下　川　義　正

107 下田沼 慶　野　時　一

108 瓦町 北　岡　文　夫

109 原町 倉　持　　　勇

田沼南部地区（５名）

番号 町会名 氏名
110 小見 大　塚　　　茂

111 吉水 五　賀　幹　正

112 吉水新田 飯　島　　　満

113 新吉水町南 近　藤　芳　弘

114 新吉水町北 山　地　宏　行

栃本地区（２名）

番号 町会名 氏名
115 栃本上 飯　塚　雅　男

116 栃本下 落　合　昭　雄

田沼北部地区（３名）

番号 町会名 氏名
117 下多田 尾　崎　　　始

118 上多田 田　中　朝　治

119 山越 川久保   　   明

戸奈良地区（２名）

番号 町会名 氏名
120 戸奈良東 金　子　孝　行

121 戸奈良西 土　澤　康　一

三好地区（４名）

番号 町会名 氏名
122 戸室 亀　田　幸　平

123 岩崎（田沼） 栁　澤　敬　一

124 船越南 青　木　正　雄

125 船越北 神宮次　秀　樹

野上地区（５名）

番号 町会名 氏名
126 御神楽 亀　山　政　義

127 長谷場 山　口　千代作

128 白岩 亀　山　好　和

129 下作原 横　塚　洋　一

130 上作原 小　平　安　治

新合地区（６名）

番号 町会名 氏名
131 山形 岡　部　　　実

132 梅園 岩　上　敏　雄

133 閑馬下 尾　花　勝　司

134 閑馬上 三　村　新　作

135 下彦間下 柿　沼　富　夫

136 下彦間上 小　竹　利　美

飛駒地区（３名）

番号 町会名 氏名
137 飛駒１区 前　原　邦　雄

138 飛駒２区 小　島　勝　治

139 飛駒３区 前　原　保　夫

葛生地区（１５名）

番号 町会名 氏名
140 本町（葛生） 寺　内　眞　司

141 倭町 秦　　　俊　一

142 相生町（葛生） 厚　木　啓　次

143 泉町 相　子　晃　一

144 万町（葛生） 前　田　征　司

145 松井町 山　﨑　光　夫

146 宮本町 新　里　定　義

147 築地 中　田　雅　之

148 片倉 大　賀　喜久男

149 富士見町 渡　辺　勝　仁

150 中 藤　川　　　悟

151 会沢第一 横須賀　久　美

152 会沢第二 相　子　　　晋

153 会沢第三 成　瀬　　　隆

154 山菅 厚　木　良　一

常盤地区（9名）

番号 町会名 氏名
155 正雲寺 石　澤　寛　雄

156 田名網 小　平　武　男

157 小屋 熊　倉　眞太郎

158 下牧 立　川　幸　一

159 上牧 関　塚　邦　夫

160 岩崎（葛生） 青　山　春　治

161 中仙波 齊　藤　道　男

162 上仙波 船　田　　　実

163 大釜 森　下　義　巳

氷室地区（４名）

番号 町会名 氏名
164 柿平 髙　橋　忠　平

165 水木 長　島　俊　明

166 下秋山 福　田　　　孝

167 上秋山 須　藤　　　武

■

問
合
せ
＝
市
民
活
動
促
進
課
☎

（２０）
３
８
１
２

●
町
会
長
の
役
割
は
？　

町
会
の
活
動
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
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加
す
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と
に
な
り
ま
す
。楽
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活
動
が
で
き
る
よ
う
、町
会
長
は
町
会
の
代
表
と
し
て
取
り
ま
と
め
や
行
政
と
の
連
絡
に
あ
た
り
ま
す
。

今年２月に行われた、山形町会での自主防災訓練の様子
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　「第４１回全日本マスターズスキー選手権大会」で

優勝を果たした長島栄子さん（佐野スキー協会所属）、

「第２３回全日本スキー選手権大会スノーボードクロ

ス競技」で第 9 位に入賞した黒田英之さん（佐野ス

キー協会所属）が５月９日、岡部市長へ報告に訪れ

ました。

　長島さんは「６０歳で初めて大会に出てから一度

は頂点に立ちたいと練習を重ね、６５歳にして優勝

することができました。白銀を疾駆しゴールする瞬

間が忘れられません」と話し、佐野厚生総合病院で

看護師を務める黒田さんは「このクロス競技がやり

たくて２０歳でスノーボードを始めました。今後も

仕事との両立を図りながら一つでも上を目指して頑

張りたい」と話してくださいました。

　長島さん、黒田さん、おめでとうございます。

※長島さんは、３ページの「キラリ☆話題のひと」で

　詳しくお話を伺っています。ぜひ、ご覧ください

スキーとスノーボードで活躍した選手が優勝・入賞を報告

新
緑
の
唐
沢
山
で
開
催

歩
け
歩
け
大
会

　４月２９日、「第１３回市民歩け歩け大会～唐沢山ウォーキ

ング２０１７～」が唐沢山頂を折り返し地点とする３コース(奈

良渕・ 栃本・ 富士)で開催され、子どもからお年寄りまで

幅広い世代の方が参加し、新緑やツツジなどの唐沢山の自

然を楽しみながら歩きました。

　今回は１１月に行う「全国山城サミットｉｎ佐野」の開催記

念イベントでもあることから、国指定史跡唐沢山城跡の解

説もありました。参加者は、観光ボランティアガイドによる

城跡の歴史や魅力についての説明に耳を傾けていました。 

第
４
回
石
井
琢
朗
杯

選
抜
中
学
野
球
佐
野
大
会

　この大会は佐野市出身で、現在広島東洋カープ

打撃コーチを務める石井琢朗さんのプロ野球現役

引退を記念し、その功績を称えると共に、野球を

とおして青少年の健全育成と交流を図ることを目

的として開催しています。

　今大会には、春季全国大会ベスト 4 の成績を収

めた有力チームも参加し、関東一円から選抜され

た総勢２６チームがトーナメント形式で争いま

した。

　会場では中学生の選手たちによる熱戦が行われ、

多くの選手や各チームの父兄を中心に応援の方が

訪れました。

黒田さん（左）と長島さん（右）

選手宣誓を務める大塚陸翔さん（佐野ボーイズ副主将）
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　福士さんは現在行われている「ＡＫＢ４８ ４９ｔｈシ

ングル選抜総選挙」に立候補しています。

　皆さんの応援をよろしくお願いします。

▲

投票期間　５月３０日（火）～６月１６日（金）午後３時

▲

開票日　　６月１７日（土）

●上位８０人がＡＫＢ４８の４９枚目のシングルを歌うメ

　ンバーとして選抜されます

く
ず
う
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

　 ５月１３日、

「くずうフェスタ

２０１７」が開催

されました。

　あいにくの雨

模様でしたが、

葛の里壱番館周辺などで行われた昼の部では、ふ

るまい蕎麦やステージイベント、福引大会などが行

われ、親子連れでにぎわいました。

佐野ブランド姫として市の魅力を発信しています

　アイドルグループＳＫＥ４８のメンバー・福士奈央さん

（佐野市出身）は、佐野ブランド姫として佐野市の魅力を

市内外にＰＲしています。

　今後もさまざまなイベントやツイッターなどで佐野市を

ＰＲしてくれるそうです。これからの活躍に、ぜひご注目

ください！

姉
妹
都
市
・
米
国
ラ
ン
カ
ス
タ
ー

か
ら
中
学
生
が
来
訪

　５月９日から姉妹都市である米国ランカ

スター市から１９人の中学生が佐野市を訪

れました。

　１０日・１１日の学校訪問では、市内の

中学校で習字や体育などの授業に参加。そ

の後は一緒に学校給食を食べ、お互い楽し

そうに交流をしていました。

　１２日には日本文化体験として、浴衣の

着付けや茶道、華道に挑戦。茶道体験では、

日本語で「おいしい」の声も上がり、お茶

立てや生け花の制作に積極的に取り組んで

いました。

※詳しくは、ＡＫＢ４８ ４９ｔｈシングル選抜

　総選挙特設サイトをご覧ください。

　アドレス　http://www.akb48.co.jp/sousenkyo49th

　また、１４日の夜に

延期となった葛生あく

とプラザ北側での花

火大会では、夜空を

彩る約１万発の花火が

打ち上げられ、観客

を魅了していました。
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●出生　５６人　●死亡１４８人

●転入２２９人　●転出２３６人

人口の動き（１１月分）

	●人口１２０，５２７人（－９９）	●世帯５０，５１７戸（＋１）

　　男　５９，５０４人（－５６）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，０２３人（－４３）

人口と世帯数（１２月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

●出生　６６人　●死亡１２３人

●転入３７８人　●転出３１３人

人口の動き（４月分）

	●人口１２０，０２６人（＋８）	●世帯５０，６６４戸（＋１０７）

　　男　５９，２８２人（＋１８）　　　　　（　）は前月比

　　女　６０，７４４人（－１０）

人口と世帯数（５月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

川村知也・華菜さん（犬伏新町）

悠
ゆ う と

翔ちゃん

中山友秀・由希絵さん（高萩町）

平成２８年１１月生慶
けい

ちゃん 平成２９年２月生

　
栃木県民球団「栃木ゴールデンブレーブス」を応援してきました！

　４月２１日（金）、「佐野市民デー」として佐野市運動公園で開催された、栃木ゴールデンブレーブス公式

戦にさのまるも行ってきました。

　栃木ゴールデンブレーブスは、栃木県に本拠地を

おくＢＣリーグのプロ野球球団で、今回が佐野市で

の初試合。さのまるはオープニングとハーフタイム

ショーに登場したほか、市内外から観戦に来た皆さ

んと触れ合い、「おもてなし」をしてきました。

　７月にも佐野で試合が行われます。ぜひ一緒に応

援しましょう！

※試合日程は、栃木ゴールデンブレーブス公式ホー

ムページをご覧ください（http://tochigi-braves.jp/）

■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２

福間秀允・舞さん（伊勢山町）

平成２６年３月生凜
り り あ

愛ちゃん

加藤健司・歩美さん（吉水駅前）

平成２８年８月生颯
りゅうが

夏ちゃん

広
報
さ
の　
■
平
成
２９
年
６
月
号

※
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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報
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　　佐野学市民講座「佐野の旧家を訪ねる」を開催します

　「佐野学」とは、市民のための市民による教養講座です。今年は「佐野の

旧家を訪ねる」をテーマに、市内の旧家の方などが講演を行います。

　講座は１１月まで８回行われますが、１回のみ参加することも可能です。

佐野市の成り立ちや歴史・文化との関わりを学ぶことができる良い機会です。

　お気軽にご参加ください。

日時 講演タイトル・講師
第１回 ６月１０日（土）

午後１時～

開講式

「島田家の歴史と第一酒造」

島田嘉内さん（第一酒造（株）会長）
第２回 ６月１７日（土）

午後１時～

「吉澤家の歴史と吉澤石灰工業」

吉澤慎太郎さん（吉澤石灰工業（株）代表取締役社長）
第３回 ７月　１日（土）

午後１時～

「佐野厄除け大師の歴史」

旭岡靖人さん（惣宗寺住職）

▲

会場　佐野日本大学短期大学

▲

費用　３千円（受講料込み）※１回のみの受講の場合、各回５００円の聴講料をいただきます

▲

申込　開催日の前日までに同大学 ☎（２１）１２００（費用は開講日にお支払いください）

■問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００


